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はじめに

学園長北浦 茂

全国12校の不登校特例校

が||皮阜県揖斐川町に集い､約

400名の方々にご参加いた

だき、3校の取り組みの発表、

そして文部科学省をはじめ

としてすべての学校のパネ

ル発表を開催することがで

きました。参加者の方々は意きました。参加者の方々は議

' ~ ■■

員さん、教育長さん、教育委員会の方、公立・私

立の先生方、地域の区長さん、公民館館長さんそして主事さん、青少年育成委

員の方々と多様なみなさまにお集まり頂くことができました。このような会を

文部科学省の共催で開催できましたことは、登校しようと思ってもできないこ

とで悩んでいる子ども達の自立の向上のスキルに繋がり、多くの悩める子ども

達の笑顔を創り出す大きな第一歩を踏み出すことができたと思っております。

不登校特例校は文部科学大臣の指定を受け、柔軟なカリキュラムで学校に行

きたいという児童・生徒を育てていく一つの方法です。 3校の発表と12校のパ

ネル発表でそれぞれの学校の教育実践を紹介していただき、各々の教育の特色

を知り、考えを深めることができこの会の初期の目的が達せられたと思います。

また、会の開催日の前日、司会者の嶋野道弘先生、コメンテーターの松木秀

彰氏、江口昇勇先生、古田信宏先生のご参加をいただき特例校の各々の出席者

による打ち合わせと今後の進め方について話し合うことができました。話し合

いでは特例校が集まり各校の取り組みを学習する機会は大変重要で、できれば

12校の持ち回りで続けていければという意見と共に学会のような組織を創り教

育実践を高めていこうという意見も出されました。先ずは令和2年度は東京シ

ューレ葛飾中学校の奥地圭子先生が文部科学省と共に令和3年1月19日東京で

予定していただけることになりました。

不登校生が増加の傾向の中で不登校特例校の指定を考えている団体が増えて

いると聞き及んでおります。現在の12校が中心となり新しく指定された学校と

共に手を携えて不登校生の自立に貢献できるような連絡協議会を創立し、一人

でも多くの悩める子ども達の笑顔が得られるよう努力してまいりたいとこの会

を終えて決意を新たにしております。

最後に開催にあたりまして多くの方々のお力添えを賜り大きな成果を上げる

ことができましたことを深く感謝いたしております。
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不登校特例校が拓く日本の教育

2019年11月22日（金） 13：00～16:30

於：谷汲サンサンホール

主催：学校法人西濃学園

共催：文部科学省

後援: ll皮阜県教育委員会/揖斐川町教育委員会

岐阜県私立中学高等学校学校協会/公益法人田口福寿会

前半

13 : 00～13 : 10開会の挨拶など

13 : 10～13 ; 20不登校の現状と不登校特例校について

文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長松木秀彰氏

＜不登校特例校3校の実践報告＞

13 : 20～13 : 35星様中学校実践報告蓮田亮大先生

13 : 35～13 ; 50京都市立洛友中学校報告西本幸史先生

13 : 50～14 : 10西濃学園中学校報告太田宣子スクールカウンセラー

西濃学園中学校3年池田翠さん

．

休憩とポスター発表

14 8 10～14 : 40ホールと展示コーナーにて、

文部科学省と不登校特例校全12校のポスター発表

後半

14：40～16 : 15不登校特例校シンポジウム

司会：嶋野道弘先生（元文教大学教育学部教授）

コメンテーター：加藤諦三先生（作家・早稲田大学名誉教授）

松木秀彰氏（文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長）

江口昇勇先生（日本福祉大学スポーツ科学部教授）

古田信宏先生（岐阜大学特任教授･日本学校教育相談学会II皮阜県支部理事長）

16 : 15～16 : 30閉会の挨拶など

－2－
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不登校の現状と不登校特例枝について

文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長

松木秀彰氏

みなさん、こんにちは。文部科学省児童生徒課指導室長をしております松木秀彰と申しま

す。わたくしから、不登校の現状と不登校特例校について話をさせていただきたいと思いま

す。まず、データでございますけれども、毎年度、文部科学省ではいじめその他の問題行動

や、不登校に関するデータを統計で取っておりまして、公表しております。

不登校の現状
小.中高等学校における､不登校児童生徒数は､小学校44，
(27人に1人） 、高等学校52, 723人(61人に1人）
674人）となっている。

841人（144人に1人） 、中学校119， 687人
となっており､合計で、217， 251人（前年度193，
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43,42845,213
平成30年度：217,251人（前年度193,674人）

小学校： 44,841人（144人に1人）
中学校； 119,687人（27人に1人）

17.313 高等学校： 52,723人（6ﾕ人に1人）
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この最新データのご紹介ですけれども、不登校の現状といたしまして、小・中．高のデー

タ合わせると平成30年度で21万7251人の不登校児童生徒がいたということになります。

前年度が、 19万3674人ということでございまして、小・中・高と見ますと小学校が4万

4812人、中学校が11万6987人、高等学校が5万2727人となっております。特に多いのが

中学校でございまして、割り算をいたしますと27人に1人が不登校になって、これは一ク

ラスに一人いる、 とことになります。不登校の統計上の定義は、年間30日以上、怪我とか

入院とかそういうものを除いて、年間30日以上連続でも、連続していなくてもいいんです

けれども、学校を欠席した子どもを不登校と定義しておりますが、そういった定義に沿いま

して数字を出すとこれだけの数になると。特に、中学校が目立ちますが、小学校も実は大き

く伸びておりまして、29年度が3万5千人だったのが4万4800人となって、小学校が1万

－3－

平成16年度から
高等学校も鯛査

窓等学校
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人増えている、ということでございます。この小学校における大幅な伸びもこの30年度の

大きな特徴でございました。また、今日お配りしていますパンフレットの方には書いており

ますけれども、 6割近くの子どもは年間90日以上不登校になっているというデータがござ

います。こういった状況が見られるといったことでございます。

この要因について調べますと、小・中トータルで多いのが家庭に関わる状況で37~6%でご

ざいます。それから、友人関係の悩みというのが27.8%、学業不振が21.6%で、この三つが

非常に高くなっているということでございます。特に、学業不振とか、友人関係の悩みは小

学校よりも中学校の方が大きくなっているというデータにもなっております。中学校とい

うのが非常に難しい時期になっているということができるかと思います。

こういった不登校の対策のうちの一つとして、今日のメインテーマになります不登校特

例校がございます｡これは､もともとは特区制度で教育課程の弾力化を増したものが平成16

年にありましたけれども、これがきっかけとなっております。平成17年に、制度化をして

いるということでございます。これは、不登校の子どものために、特別の教育課程を編成す

ることを認める、という制度になっています。これによって認められているのが、現在12

校あるわけでございますけれども、八王子市立高尾山学園小学部・中学部からはじまって、

調布市立第七中学校はしうち教室まで全部で12校あります｡西濃学園中学校が平成29年4

月開校となっておりますが、平成29年4月から不登校特例校としてスタートしたというこ

とでございます。現在12校あるということでございます。

そして、不登校児童生徒に対する支援ということでは、従来からの取り組みとして、ス

クールソーシャルワーカーとかスクールカウンセラーの充実などと併せて、不登校特例校

~

|,裳
ｰ
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という取り組みをしていたというわけでございます。平成17年からでございます。ところ

が、その後、不登校の子どもが、特に平成24年からまたずっと伸び始めております。そう

いった事情もありまして、議員立法で、 「義務教育の段階における普通教育に相当する教育

の機会確保に関する法律」というものができました。これが平成28年の12月でございま

す。それに先立って、有識者会議も立ち上げて、いろいろ議論をしているという動きがあり

ます。その後、いろいろ施策を充実させていく流れになっておりまして、魅力ある学校づく

りとか、児童生徒支援シートを使用した子どもの状況の情報共有の取り組みを進めると

いったこと、それから不登校児童生徒に対する多様で適切な教育機会の確保のためにです

ね、また最後で詳しく説明いたしますけれども、新たに不登校児童生徒に対する支援推進事

業の予算要求もしている、といったようなところで､各種施策を充実させておりますけれど

も、特例校についても引き続き、これを推進していくという流れになっております。

こちらが(以下)、先ほど申し上げました平成28年の12月にできた法律の概要でござい

ます。目的として、教育基本法や児童の権利条約の趣旨にのっとって不登校児童生徒の教育

機会を総合的に確保しますということが書いてありまして、基本理念として不登校児童生

徒が行う多様な学習活動の事情を踏まえた個々の状況に応じた必要な支援と、学校におけ

る環境の整備、 といったようなものが掲げられております。

等に関する基本指針（概要）義務教育の段階における普通

’

2

その中でも特に第三章のところですけれども、不登校児童生徒に対する教育機会の確保

という章がございまして、その中で、法律上も不登校特例校というものがはっきり位置付け

られた、ということになっております。この法律に基づきまして、文部科学大臣決定でも、

－5－
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○義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等の意義･現状
○基本指針の位置付け
○基本的な考え方

~ 不笠校児童生徒等に対する教育機会の確保等

吟◆魅力あるより良い学校づくりを、指寸‐こと
◆不笠校児童生徒の社会的自立を目指すこと

◆不登校というだけで問題行動であると受け取られないよう配恵すること
◆不登校児童生徒の意思を十分に尊敬しつつ、個々の児亜生徒の状況に

◆就学に課題を抱える外国人の子供に対する配慮 応じた支援を行うこと蝉
が必典

・ 夜1111中学惇における就学の機会の提供等吟般世の促進や多機なりｮ徒の受入れを推進することが必要
・ 国、地方公共団体、民間の団体その他の関係者の相互の密接な連携の下で施策を実施

1． 教育機会の確保等に関する基本的事項
Ⅱ■■■

3． 夜間その他特別な時間において授業を行う
学校における就学の機会の提供等に関する事項

○夜間中学等の設置の促進等
・ 設瞳の促進

吟ニーズの把握や股置に向けた準鮒の支援、法第15
条に酷づく協議会の設世・活用、広報活動の推進

・ 既殻の夜間中学等における教育活勤の充実
・ 自主夜間中学に係る取組

○夜間中学等における多様な生徒の受入れ
義務教育未修了者に加え、外国霜の者、入学希望既
卒者、不盤校となっている学齢生徒など、多搬な生徒の

受入れを図る

2不臺校児童生徒等に対する敷育機会の確儒等ロに関する事項

○児童生徒が安心して教育を受けられる魅力ある学校づくり
・ 魅力あるより良い学校づくり

． いじめ、暴力行為、体綱等を許さない学校づくり

~ 児亜生徒の学習状況等に応じた指導・配慮の実施
○不登校児童生徒に対する効果的な支援の推進

~ 個々の不登校児童生徒の状況に応じた支援の推進

吟不笠校児童生
関係椴関等との
の推進等

徒や俣護春の意思を尊亜しつ
情報共有などの継続した組織

、つ
的
状況把握及び
･計画的な支援

・ 不通佼児亜生徒に対する多樺で適切な教育機会の確保

吟蛎舗雛繍総裁鰯｛警職鶏講脅
活動の重要性及び休養の必要性を踏まえた支援等

・ 不登校等に間する教奇相談体制の充実

吟教員やスクールカウンセラー~スクールソーシャルワーカー、
関係機関が遮挑した体制柵築の促進笄

4．その他教育機会の確保等に関する施策を総合的
に推進するために必要な事項

○調査研究等 ○国民の理解の増進

○人材の確保等 ○教材の提供その他の

○相談体制等の整備 学習支援



基本方針というものを定めております。第一のところで、教育機会の確保ということに関す

る基本的事項として、右上の方にありますが、例えば不登校というだけで問題行動であると

受け取られないように配慮すること、それから、不登校児童生徒の意思を十分に尊重しつつ

個々の児童生徒の状況に応じた支援を行うことなどが定められております。また、不登校児

童生徒の教育機会の確保に関する事項となりますが、その中でも不登校児童生徒に対する

多様で適切な教育機関の確保として不登校特例校というものを明記させていただいており

ます。われわれとしても不登校児童生徒のための不登校特例校というものが不登校対策と

して非常に重要なものであると位置づけております。この法律については、28年12月にで

きて、 3年見直しというのが定められておりました。 3年経つと、 31年の12月ですけれど

も、それに先立って去年の12月から見直しの検討をしているところでございます。その結

果を、取りまとめというのが6月末でございますけれども、その中で実態調査なども行いま

して、現状がどういうふうになっていて、どこに課題があるのか、それに対してどういう対

策が必要かということも議論してまとめた、というところでございます。

教育機会確保法の施行状況に関する議論のとりまとめ【慨 】要

I義務教育段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律｣の附則の規定に基づき、平成30年1Z月から有識者会議において法律の施行
状況についての検肘を行い､令和元年6月にその認論をとりまとめた｡不登校児童生徒等に対する教育機会の確保等に関する主なとりまとめの概要は以下のとおり。

主な現状･蝶題 主な対応の方向性

小･中学校における不登校児童牛徒数は､平成25年度以降5年連続
で増加している。 （小中合計;144,031人）

LJ

基づく対応が徹底されていない全
→教職員に対し､研修を通じ法及び同法に基づく基本指針の趣旨等
の周知徹底を行った教育委員会等：315（約ﾕ6％）

○特別に編成された教育課程に基づく教育を行う学校（不登校特例校）
は全国に12校あり､このうち
(59の教育委員会等が船置存検討している）

ている｡_未設瞳の主な理由は｢通所を希望する不登校の児童生徒が
少ないと見込まれるため｣や｢予算･場所の確保が困難なため｣。

団体･施設と連携している｡連携していない主な理由は｢域内に民間
の団体施設がないため｣や｢不登校児童牛挿力蘇り用できる施設が他
にあるため｣。

周知されていない之（法の趣旨を周知するため広報活動に取り組んだ教育
委員会等は約5％）

○約500の教育委員会等において､不登校児童生徒が多く在籍する小学
校や中学校に対し､その支援のためのｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰやｽｸｰﾙｿｰ
ｼｬﾙﾜｰｶｰの配置を工夫している。

'約60の教育委員会等で不登校児亜生徒力嘩校外の機関等に通うため
の経済的支援を行っている。

このまとめの中で、これ、30年の12月くらいの時点で各教育委員会にも実態調査をかけ

たわけですけれども、黄色マーカーで示しているところですね、不登校特例校は12校あり

ます、と。その下に59の教育委員会が設置を検討しています、と。 12校現在あるわけです

けれども、不登校特例校の整備を考えています、検討しています、というご回答が実は59

の教育委員会等から頂いたということで、非常に関心が高まっているな、というふうに今、

感じているところでございます。こうした関心の高まりを受けて、引き続き、この不登校特

－6－

支援を行うこと力蓮要であること等）を踏まえ､個々の不登校児童生徒
の状況に応じた支援等を行うことができるよう､校内研修を始めとする麹
職員研修等を通じ､法や基本指針の理解を深めるとともに､民間の団
腰……‐5…Z…認雲…翻罰
て学ぶための方策を検討する。

○不登校特例校の詮鎧や取組事例等の周知､股侭の申謂に係る支援
の強化など､設置促進に向けた方策を検討する。

》
一

○

○

ヨヘのコンサルテーションなど､支援の中核としての教育支援セコ

○教育委員会等と民間の団体･施股の連携推進に向けた方策を検討する。

○本登校児童生徒の実態や要因等に関する調査研究について検討する。

○学校において､不登校児璽生待の個々の状況に応じ､関係機関と連拠

溌鷲證謡謝誇舗誇蕊辮袰塑二
○多橡な教育機会の確保のために必要な経済的支援の方策について‘
現行制度の活用も含め､弓!…函璽 3

○全ての教職員が法や基本指針の趣旨（不登校というだけで問題行動
rあると受け取られないよう配慮し､児童生徒の砺善の利益を最優先に



例校制度というものを充実させていきたいと考えております。

これが最後になりますけれども、途中でちょっと出てきました不登校児童生徒に対する

支援推進事業の予算要求でございます。今まさに要求しているところでございますけれど

も、不登校児童生徒に対する支援体制の整備推進ということで関係機関間の連携を促進す

る、あるいは､学校以外の場における不登校児童生徒の支援を推進するための予算をトータ

ルで2億1千2百万円の要求しているというところであります。それから調査研究でござ

いますが、子どもたちに今何が起こっているか、ということですが、正直、まだ深堀りでき

ていないというふうに思っておりまして、様々な悩みが複雑化しているな、深刻化している

なというところは見えるんですが、ここ、特に小中学校でも6年連続増加というこの現象の

背景になにがあるかといったことも非常に深堀りが必要かなというふうに思っております。

そのための調査研究も行いたいというふうに思っております。以上、わたくしからの説明を

終わりにしたいと思います。ありがとうございました。

－7－
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J星權中学校実践報
生
ロ

蓮田亮大先生
．

私たちの星嵯中学校は、横浜にございまして、それぞれ様々な特徴のある子どもたちが

通っております。一見すると、何も課題がない、そんな笑顔が多くある学校です。その子

たちの背景としましては、小学校時分に不登校を経験した、あるいは準不登校、そういっ

た子どもたちがおります。先ほど松木様の方からご紹介がありました、不登校の要因たる

ものですが、学びにくさであるとか、不安、あるいは人間関係の構築が難しい、こういっ

たところが大きな要因として挙げられていました。

4

P

（

0

鰯 ’

本校の特徴 ～笑顔に変わる理由がある～

■

■その他
・ギフテッド

・吹きこぼれ〈淳
・過度な自信の

不登校の要因

ンス

学びにくさ

不安

関係が持てない ■知的障害
1

ｖ
》

私たち星様では、さらに不登校の要因の要因となるものを探し、教育活動を進めてまい

りました。やはり子どもたちにはそれぞれペースがあり、特徴があります。その学年にそ

のことを行わなければいけない、それを学ばなくてはいけないというのに、果たしてすべ

ての子たちが合致したペースで学校に通えるかというとそうではありません。ですので、

その子たちの特徴をしっかりとつかみながら教育を推進していくということで、学校教育

を進めております。今回不登校特例制度ということで、さまざまな特徴をご紹介していき

たいんですが、 「習熟度別のクラス編成」であるとか、 「TT制」あるいは「教科書を使わず

にワークシート」をすべて使っていて、その中に合理的配慮を様々散りばめていくですと

か。コミュニケーションに関わる課題も多いので、 「SSTを授業として実施」していたり、

それまでのつまずきを「ベーシックという授業で補完」したり、様々な取り組みがござい

ます。その中でも本日ご紹介してまいりますのは、個別指導計画(IEP)についてというとこ

ろになります。本校では在籍しております244名全員に対して、個別指導計画(IEP)なるも

一
Ⅸ

－8－



のを作成しております。これはその子どもたちの学習の課題、あるいは対人の課題、それ

から得意なことを目標立てて、それに対して、われわれが専門的なアプローチで、どのよ

うに支援、あるいは携わっていくかというものを示したものです。これを作成するに当たっ

ては客観的な尺度としまして、心理検査を活用します。また、行動観察を年度当初に行い

ますので、それらをもとに子どもたちの特徴、学びやすさですね、あるいは過ごしやすさ、

あるいはどういったところで不安を感じやすいのか、こういったところを確認しながら作

成していきます。当然生徒は、中学生にもなると、その特徴だけではなく、まわりとの関

わりの中でいろんな悩みを持ち始めますので、生徒の生の声であるとか、ご家庭で見える

特徴を保護者の声をしっかりと参考にしながら、作成してまいります。作成にあたりまし

ては、年度当初1ヶ月で行動観察をいたします。これに関しましては、プログラムより作

成をしてまいります。この後、このプログラムがどのように変化していったかというのを

紹介させていただきますが、このようなシステムに子どもの様子を打ち込むことによって、

おおよそ、この生徒にはこういった課題が見られる、あるいはこういった特徴がみられる

といったものが導き出されます。その中で最適なものを選択し、子どもたちの目標という

ふうにしていきます。例えば、心理検査の波形から生徒の特徴が見えてきますと、それに

対して、教員がどのようにアプローチを変えるとよいのかが分かります。今、私は言葉で

説明させていただいていますが、図で示したものの方が見やすい、 という生徒もいます。

情報を取り入れるのにあたって、 目なのか耳なのか、こういったところがアプローチとし

ては非常に重要ですので、参考にし、学校生活の中でより良く過ごせるような関わり方を

探っております。また、本校ではこの個別指導計画(IEP)を毎日振り返る活動も行います。

支援学校ですと多分、学校の先生、保護者、あるいは医療機関との連携をするためのツー

ルとなっていると思いますが、本校では本人を中心にすえて、保護者の方、それから教員

が、情報共有を測るためのものとして位置付けられています。毎日これを振り返るという

あたりも、不登校特例制度ならではの取り組みではないかと思っております。

個別指導識郭JEP)
前翻も月

生蕊昂"､~,i"‘."・
池鋤噌蕊XY､､

－百一
一

猟|鍬／‘。⑥一
月火水木金印」
一

…制糾＠

}圏牢潔畦寓、
蜂‘

て。

． 、琴
一

‘ ‐
鉢

寒人'"'@QC
夕丁

“国別シ燈し・
本人伽諭@@Oo

＝

｛覆任印 、

一

|本人,葱ｱｼG卿の、

~本人99”

L

■厘錘

~
本人髄”

■圧印

侭

／：／／／／／§／／／／／顔／
弱 名一

盲：何火水末金印月火水＊全印月
目標

齢のかちを蕊て論

富溌噛ﾈの齢ること鐘侭ない．
②謡にしつこくwい、

~

3錘塞'､鱈ことば…久溌報
麗なこと､策受なこと､kになるごとがあった
ときは､勇勘こ農える．
<鮠することで丹縦“ことはぃつばL,ある
よ》

一

一

一

一

Ｉ

その台の蘭しかったことを雛と膳す．
(『いつ･どこで．“球.どうした鷹しっかりと園
える） 瑞過cい‘”｡､声妙，

吟恐r“， 竿翅唖X＆
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これが先ほど作成したものを生徒用に置き換えて、実際使用しているものです。毎日振

り返りながら、我々教員が彼らの不安を取るためにやらなければならないことは、要は、

毎日励まし続けることなんです。そして教員だけじやなくて家でも励まし続ける、と。こ

ういったすべての環境が、昨今で言うと、ワンチームになって子どもを支える体制を作る

ことが非常に重要ではないかと思っております。個別指導計画(IEP)で毎日振り返ることで、

その日のうちに評価ができる。そして関わる全てのサポーターで共有できる。そのことに

よって自己肯定感が高まると思います。どこでも褒められるんです。どこでも、いいね、

をされるんです。そういったところで翌日の登校に不安なく、つなげる。

あとよくあるのは学校で良いというのが、家庭ではだめとか、ダブルスタンダードにな

りがちで、これってすごく困惑するので、このIEPを保護者の方と共有することで、この

ダブルスタンダードをなくしていきたいと思います｡IEPには､学校と教育と家庭をつなぐ、

励ましのコミュニケーションツールという役割もあるかと思います。

~
’

星様版IEPのこれまで ～笑顔に変わる理由がある～

IEP4．0 ご‘

I信霞鰯毒有
《リアルタイム版》

IEP3.0(現在)」

IEP2.0 』

匿成・情報共有システム

の運用

IEP1.0 」
様版IEP

の誕生ルセミ時代

|わりのカルテ

IEP1.09個の掌雷面と持優を記した特製メモ

IEP2.0 : jtj理検壷を生かした奪観的･段階的プラン
とアプローチデータの蓄積

IEP3.0 :客観的データによる自動プラン作成と
とアプローチデータの巷積

▲

V
=ISn

星嵯版IEPのこれまでということで、実は星嵯は開学しまして、当初は2人から始まっ

た塾でした。この頃は子どもの特徴を、メモ書きにして、この子こういうタイプだな、こ

こ得意だななんていう、ツルセミ時代と言われる、 IEP1.0という時代がありました。その

後ですね、星様中学校の前身となった、フリースクール、私の働き始めですが、この頃に

なると先ほどの客観的な尺度を用いまして、それと行動の様子ですね、それを結びつける

取り組みがなされるようになります。星嵯版IEPの誕生とさせていただいてます。そして

現在実は3．0ということで、星様中学校になり、244名という、かなりの情報量になってま

いりました。また、教育の質、教員の関わり方を維持していくためにもこれがアナログで

-10-



あってはなかなか難しいということで、システム化することにしました。そのことによっ

て膨大なデータの中から、使用頻度の高いものが自動的に選択できる、 と。要はこれまで

の先輩の先生方の経験値、こういう励まし方、育み方が最適なんだというのを、今、現状

はプログラムの状態ですが、それを導き出すところまでこぎつけています。さらにですね、

その時、同時に終礼というものを行っておりました。毎日子どもに対してどういうことが

あった、こういうことで指導してあるとかを共有します。現在は、こういった生徒情報を

すべて同じサーバー内のところで情報共有することにしました。そのことによって生徒が

増えても、教員が一様に子どもの状況を知る、 という形ができ上がりました。現在、実は

4.0ということで、文部科学省の補助事業で教員に対してタブレットを全台支給され、その

ことによって即時情報共有が可能になっています。

また、今日のこの会のタイトルが、不登校特例制度が拓く日本の教育ということで先の

話もしていかなくてはいけないかなと思っております。内閣府あるいは文部科学省につき

ましても、今後の未来、近い2030年であるか、その先を見越しまして、 Society5.0、現在

ですと我々4.0の世界におりますので､我々が情報を選択しにいっているというところです

ね。Society5.0の段階になるとAIが我々に対して最適な情報を振り分けてくれる、そんな

時代になるというふうに書いてありました。そういった時代を踏まえて、柴山プランの最

終まとめでしょうか、文部科学省からも新時代の学びを支える先端技術の最終まとめなる

ものが出されておりました。その中の1ページ目です。

●

■

【

己
凸

ｒ

Ｌ

Ｐ

且

星權版IEPのこれから ～笑顔に変わる理由がある～

■
新時代における

V‐●。｡●●●●■●e心●○°●■●●●い●●●●■●◆ 一マー毎司 ■■●■●｡●◆●1■●凸｡｡今凸●●q■■G●◆◆◆ ● ‐◆■G●●●■

合画 度
¥ISR
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子どもたちの多様化というのが右側の赤丸の中で示されております。様々な特徴を持つ

子どもたちに対して、 しっかりと関わると。下段の赤丸をご覧いただくと、多様な子ども

たちを誰一人取り残すことのない、公正に個別最適化された学びという風に書かれており

ます。まさに我々の特例校の中に在籍している子どもたちの文言がここに示された、とい

う風に理解しております。この中には個別で最適で効果的な学びのシェア、それから学び

の知見、共有や生成など、こういったテーマがございます。この先、膨大なピッグデータ

を有するこの星様版IEP。多分、支援の手立てや具体的アプローチの情報は、過去10数年

から20年くらいの蓄えがございますので、 2万件ぐらいのデータがあります。これからも

ますます、我々のグループの中の財産を集積しまして、 さらに子どもたちに最適なものを

集めていきたいと思います｡特にこの先Society5.0の時代､AIの時代になったときに､我々

がどうしても人間で気付けない、あるいは疲れていて見落としてしまう、なんていう、そ

ういった気付きを、そのタブレットの中で、ポップアップが出て、今日あの子、こんな感

じで励まさないといけませんよ、 と出る世界がくるんじゃないかと。そのための財産が、

今まで我々が蓄えた客観的な尺度と結びついたデータなんじゃないかと思っております。

ここまで未来の、近未来の話で考えてまいりましたが、 とはいえいろいろ課題があるかな

と思っております。最適化というのがパターン化につながらないかとか、その客観的尺度

それだけで大丈夫かとか､個人情報の取り扱い方に倫理的問題はないのか、あるいはセキュ

リティの問題ですね。私も元々教員ですから、やはり教育は情熱であったり、あるいは愛

情だと思っています。この辺りがこういったシステムでしっかりと補完されるのかどうか。

このあたりは課題かな、 と感じております。

不登校特例制度を使った学校づくり、このあとも様々なものがございますが、その中で

多くの人に気づいていただきたいんです。普通ってなんでしょう。我々が考える普通って

そんなに普通じゃないんです｡結構バラバラで、自分自身の中にも普通なところとそうじや

ないところがあると。ここはグラデーションだと思います。不登校になり得る要因という

ヴ

イ

1

I

■

のが､本当にそんなに

大きかったでしょう

か｡不登校特例制度の

中で輝く子どもたち

を皆様にご紹介しな

がら､普通という価値

とは何かと気付きを

もっていただけたら

というふうに考えて

おります｡以上になり

ます｡ご清聴ありがと

うございました。
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京都市立洛友中学校実践報告

西本幸史先生

まず､学校紹介と言うことで本校の様子を皆さんにお伝えさせて頂きたいと思います｡本

校では昼・夜間部の交流の時間に、祖父母ほど年齢の離れた夜間部生徒の皆さんが、 「もう

一度学校へ」を合い言葉に学ぶ姿を、目の当たりにすることによって知らず知らずの問に昼

間部生徒が学びのエネルギーを得ています｡校外学習や球技大会、文化祭や修学旅行等の学

校行事に一緒に取り組むことを通して、夜間部のみなさんと信頼関係が構築され､社会性や

人間性の伸長につながっています｡また､夜間部のみなさんも、自らの学びや関わり合いが、

昼間部の生徒の力になっていることを実感し、自尊感情が高まっています。

続きまして本校の課題と取り組みについてお話をさせていただきたいと思います。本校

は昼間部、夜間部共に、 日々楽しく、お互いが良い関係を築きながら、学校生活を送ってい

ますが、まだまだたくさんの課題があるのも事実です。その中から本日は昼間部を中心に、

2点、 「転入学に関して」と「教職員の共通理解｣、特に生徒対応について、述べさせて頂

きます。

では、ひとつめの「転入学に関して」です。本校へ転入学後に不適応により再び不登校と

なる生徒がいます｡本校への転入学が決まると、原籍校への復帰や市内6ヶ所にある適応指

導教室への入級は認められていません。したがって、慎重に本校への転入学を選択しなけれ

ばその生徒自身の居場所が失われてしまったり、失敗体験を繰り返してしまうことになっ

てしまいます。

且

L

転入学をするにあたって■

之月授業体験検討①

3月体験入学の希望

個別面談検討②
4月体験入学検討③

個別懇談（任意）
S月転入学

可
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生徒の実態を考慮に入れず、教師や保護者の思いだけで転入学を決定してしまうと生徒

本人がつらい思いをしてしまうこともあります。実際、 「不登校を経験した生徒が通う洛友

中学校に転入学したのに、そこにすら通学できなくなってしまった」ということにひどく落

胆しながら2年間在籍していた生徒も過去にはいました。京都市内には､本校と同じ不登校

を経験した生徒が通う洛風中学校や先ほど述べさせて頂いたように、市内に適応指導教室

が6ケ所あります。ですので、本当に本校への転入学が最善の道であるかどうかを2月から

4月までしっかりと検討を重ね､最終的に転入学を決定していきます｡不登校支援センター

でひとりひとりのケース会議を持ちます。今年度より春休みに対象生徒の保護者と個別面

談を初めて実施しました。また同じ公立学校の連携として、原籍校の先生方と連絡を取り合

うことも積極的に行いました。その結果、本校への転入学を辞退した生徒が原籍校に通学で

きるようになった、また自分のペースで無理なく適応指導教室に通っている、という声も聞

くことができるようになりました。不登校の生徒をひとつの組織だけで抱えるのではなく、

公立学校の連携･利点を最大限に活かし、京都市ではひとりでも多くの生徒が学校に通うこ

とができるように努力をしております。

続きまして教職員の共通理解について述べさせて頂きたいと思います。本校は公立学校

ですので毎年教職員の異動があります。一般の学校から来た先生は、不登校を経験した生徒

の対応の難しさに直面します。 「良かれ」と思って接したことが、逆にマイナスになってし

まうことも多々あります。したがって、いくつかの観点をあげ、それらを共通理解としてい

ます｡生徒対応に必要とされるもののひとつとして専門知識の習得･理解があげられます。

近年の不登校をとりまく状況､生徒の特性､ユニバーサルデザイン等の積極的な専門知識の

'
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習得を心がけています。その取組として、月1回の研修会や、年に1度の洛風中学校との合

同研修、また特例校やフリースクールに訪問・視察を行っています。そこで得た情報や知識

を日々の教育活動に活かし、本校でのスタンダードとしております。

しかし基本的な専門知識だけでは対応できないこともあります｡そこで｢臨機応変な姿勢」

「柔軟な思考や発想」が必要となってきます。その取り組みとして、週に1度昼間部会・

夜間部会を設け、SC･SSWとの連携として定期的なカンファレンスや話合いを行ったり、月

に1度、昼間部・夜間部合同で生徒指導委員会を開催したりしています。その中で、それぞ

れのシチュエーションに適した対応を組織全体のことと考え、それらを共通理解とするこ

とに努めています｡専門知識やセオリーだけに偏らず､柔軟な思考･発想も取り入れながら、

普段からの日常会話・情報交換を大切にし、困ったときに気軽に話合い、相談できる雰囲気

づくりを心がけています。それこそが生徒ファーストの考えにつながるものだと信じてい

ます。洛友中学校では、受容・支援・指導を大切にしています。生徒の実態を見極め、その

｝

成長段階に適した対応をしていくことが重要であると考えています。

』

豆
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②課題と取組~教職員の共通理解について

洛友中学校で大切にしていること

｜<， ‐

幽~
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ここで本校卒業生、女子の作文を卒業文集より抜粋して紹介したいと思います。

｢3年間を振り返って」

年生の時は、学校に行こうという気持ちがあっても、1年生の時は、学校に行こうという気持ちがあっても、足がすくんで動けなくなってしまう

ことがよくありました。2年生になって職場体験を行ったときにしっかりと目標を立て、準
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備・練習を行い、体験するという段階を踏むと、私なりにできることがたくさんあるという

ことに気が付きはじめました｡私はこの洛友中学校で｢楽しい」ことだけでなく、自分にとっ

て「苦しい」ことも経験しようと思いました。3年生になって、みんなでボウリングに行く

ことになりました。以前の私は「ボウリングは絶対に嫌だ」と言っていました。でも、事前

に会場に足を運び､説明を聞き、細かく準備をしてみると当日は楽しく過ごすことができま

した。私が「苦しい」と思っていたことは「準備」や「経験」を重ねることで、解決につな

がることが少しづつ分かってきたような気がします。

』

。

，

０

、

◆

「苦しい」と思うことがあるたびに欠席を繰り返し、 「もう二度と学校へは来ない」とも

何度か言ったことがあった彼女でしたが、成功体験の積み重ねが自信となり、立派に巣立ち

ました。生徒ひとりひとりの歩みには違いがあります｡洛友中学校では生徒ひとりひとりの

成長段階に応じた接し方を試行錯誤しながら見つけ進んでいきます。本日このような発表

をする機会を与えて頂いたことに大変感謝をしております。本当にありがとうございまし

た。以上を持ちまして京都市立洛友中学校の発表を終わらせて頂きたいと思います。ご静聴

』

ありがとうございました。 〃

p

l

』

。

－16－



西濃学園中学校実践報告
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西濃学園中学は、設立11年目となり、社会参加のできる生徒を育てることを、大切な目

標としています。そのため、 「地域」 「教育」 「臨床」を学びの三本柱とし、それぞれに不登

校特例校として、特別の教科課程も設けています。 「地域」では、例えば毎日のお風呂を、

道の駅藤橋温泉でお世話になっていることを始め、地域に支えられている一方で､地域の活

性化に貢献する、 という関係性を作っています。そして、 「コラボレイト」 という地域の方

との協働の活動を行っています。 「教育」では、生活こそ学習の土台である、 と考え、寮生

活を基本として学校生活を送ることを勧めています｡寮のある唯一の特例校だ、というとこ

ろは、強調したいところです。また「夏山登山」も特徴ある教育活動のひとつで、今年10

周年を迎えました。特例校の教科課程として、 「リカバリー」という時間を設け、取りこぼ

してしまった内容について、それぞれの進度とペースで､個別や小集団で学習をする時間も

あります。 「臨床」では、生徒一人ひとりを理解するため、心理検査の利用や、カウンセリ

ングを行い、寮や学習でのかかわりに活かしています。そして、ケースカンファレンスを通

して、全ての職員が、生徒の理解とかかわり方について、共有や協力を行います。また、 「ラ

イフ・プランニング」という時間を設け、自分も他者も大切にするコミュニケーションや、

感情のコントロールを学んでいます｡このような学びの活動を行う中で､3年半ほど前から、

生徒の間で自発的に、自主清掃という活動が生まれました。自主清掃は、自然と感謝の気持

『
ｒ

画

－17－



ちが生まれたり、自分も人も気持ちいいと嬉しい、ということに気づくことのできる活動で

すが、学園の他者に寛容でありながら、みなで向上していこう、という雰囲気を作っていま

す。

以上の教育課程の工夫をしていますが、削減した教科時間数は、中lと中2の国語一コ

マ分と、中3の社会一コマ分、に過ぎず、一般校とほぼ同じ教育課程を営んでもいます。

やはり、卒業後の生徒の社会参加を考えると、今の社会が、求めることをできるようにな

る、ということも大事で、授業時間数を減らし過ぎることもためらわれたからです。授業や

集団行動など､現在の学校の枠に入ることのできない生徒たちを、これからの学校で育てて

ゆくためには、教科課程を変えるなど「学校の枠の在り方を変える方向性」 と、 「生徒への

かかわり方を工夫する方向性」があると思います。前者は、不登校特例校の基盤となってい

るわけですが、西濃学園は、後者により力点を置いている、と言えるのではないかと思いま

す。西濃学園では、全職員が一枚岩となって、一人ひとりの生徒へのかかわり方を工夫する

ために、職員の連携は常に課題の一つでした。文部科学省も「チーム学校」という連携の概

念を打ち出していますが、西濃学園のチームあるいは連携の理想の姿はいかなるもので

しょうか。連携を振り返るにあたっては、今年は、転入生が多くなり、特に担任に、大きく

負担がかかることになってしまう、といった変化も、連携を見直すきっかけとなりました。

西濃学園では､担任は､生徒や保護者の窓口となり、また､学級経営の責任を担うなど、もっ

とも中心となって生徒とかかわります。また、授業と同様に、寮生活における生活指導も担

任が担っており、負担は、担任に集中しがちです。しかし、全職員が、不登校生徒の理解や

かかわりについて、専門的な知識を共有し、経験を積んできたのであれば、生徒の人数が増

えたことで、生徒へのかかわりがおろそかになってはなりません。また、担任が負担に潰さ

れず、より指導能力を発揮しやすい連携があるはずだ、と考え、私たちは、今一度、連携を

見直しました。

四

■

己

〃

り
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連携の過程

③

②

ケースカンファレンスをとおして

臨床的理解の共有

夏山登山や地域活動といった

協働の教育活動

①建学の精神
･全ての子どもたちの可能性を求めて
圃たくさんの方々のおかげで設立できた

ことへの感謝を忘れない ロ
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これは、西濃学園の連携を、つくってきた活動や精神です。まず、第1段階の、建学の精

神に共感をする者たちが集まり、西濃学園の教育活動は始まりました。多様な職業経験を持

つ者たちが集まりましたが、この建学の精神を皆が大事にしている、という第一段階は、「わ

たくしりつ」の学校だからこその土台と言えるでしょう。そして､学校の設立からまもなく、

職員全員で行う夏山登山や地域活動といった、協働無くしては成り立たない教育活動も始

まり、その教育活動を通して、互いの人となりを理解し、意思疎通を図っていきました。し

かし、生徒の指導において、多様な職員が、多様な価値観を持って、かかわっていました。

発達の特性や、情緒的な難しさを持った生徒にとっては、統一感のない指導によって、混乱

を引き起こすこともありました。そこで、臨床心理学の生徒理解やかかわり方を、共通の基

盤として学びました。また、ことあるごとに、ケースカンファレンスを行い、生徒の成長の

姿や、そのプロセスを、共有することができるようになっていきました。全ての職員が、不

登校の理解やかかわりにおいて、専門性を身に付けました。ここまで来るのに、 10年近く

かかりました。また､経験に裏付けられたある程度の自信をもって､不登校特例校を申請し、

指定をいただいたのもこの頃となります。

ところで、西濃学園には、授業に出ない生徒たちが、居場所としている「憩いの間」とい

う空間がありますが、この部屋の使い方をめぐる、職員の意識の変化を見ると、連携の過程

が見えてきます。 「憩いの間」 とは、授業や集団活動に入れない生徒が、 自ら体調を整えた

り、心を落ち着けたりする空間です。読書やオセロ、 トランプなどを通して、生徒同士が、

また、生徒と職員がコミュニケーションを図ることもできます。この部屋をベース基地とし

ながら、授業や集団活動に慣れていく生徒もいます。建学の精神に共感して集まった、①の

段階では、一人ひとりが良いと思うやり方で、生徒を囲い込むようにかかわっていたため、

連携という概念は乏しく、 「憩いの間」のような部屋の必要性は、検討されることがありま

せんでした。互いの人となりを理解していく②の段階では、価値観の合う者たちの間で、連

携が始まりました。その過程で「憩いの間」が誕生しましたが、生徒にさぼる口実を与える

だけだ、と考える職員たちもおり、意見が異なるもの同士が対立してしまう状況も生まれま

した。そこで、再三、ケースカンファレンスの場を設け、生徒の理解やかかわり方を皆が学

び合い、共通理解の土壌を作り、③の段階へと進みました。それでも、そこで遊んでいるよ

うに見える生徒がいると、 「担任がしっかり指導しないからだ」という空気が生じましたが、

ケースカンファレンスを通して、みなが納得した上で、 「憩いの間」で過ごす生徒を見守る

ことが可能となっていきました。しかし、担任以外の職員には「うまくかかわれないのだっ

たら様子を見ていよう」という消極的な姿勢も多く、全職員が不登校対応の専門性を持って

いる、という大きな資源を、十分に活かすことのできる連携を、考える必要がありました。

b
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そこで、担任と担任以外の職員に、互いの連携に関するアンケートを行いました。すると、

担任の葛藤が、また、担任以外の職員の葛藤が明らかになりました。

まず、担任には、生徒がトラブルを起こすと「担任がしっかりしていないから」と評価を

されているのではないか、と感じるような、被害感や孤立感があることが分かりました。担

任をやってみないと分かりにくいものですが、担任以外の職員は、担任の葛藤を、知ること

ができました。一方、担任以外の職員も、担任をサポートしたい、と望むからこそ、担任と

異なる指導となってはまずいから、と遠慮していたり、もっと情報を共有したい、と思って

いることがわかりました。アンケート後には､連携を考える実行委員会で話し合いを行いま

した。そこで、西濃学園の連携とは、担任の負担を分担して、みなが背負えば、 うまく回っ

ていくようになるというものではないことが見えてきました。連携、というと、合理的に、

分担や分業をうまくできることも大事なことだと思いますが、分担の結果、成果が小さく

なってしまっては元も子もなくなってしまいます｡一人の生徒のまるごとを、ひとりの教師

が担うことが、生徒の成長には意味を持つのだ、という知見は、西濃学園の生徒へのかかわ

り方を考える際、大きな意味を持つ知見だと思います。

それでは、西濃学園の理想の連携の在り方について、まとめたいと思います。どんな人間

関係でも、齪協や摩擦は生じます。しかし、役割の境界を明確にして、それぞれの葛藤をゼ

ロにするのがよい連携というわけではない、 と考えます。

まず、葛藤が起きていることを認め合い、本音で話し合え、しかし、分断へと向かわず、

そこから互いに学ぼうとすると、生徒のために互いを活かそうという発想が生まれ､葛藤が

建設的な連携につながっています。今は、互いの葛藤を本音で話し合い、互いを活かそうと

する、新たな関係性をつくりつつあることで、信頼感が増し、互いがより能動的に動くよう

になってきました。すると、情報共有に終わらず、協働指導へつなげていけるようになって

きています。このような職員間の関係は、生徒間の関係にも影響が小さくない、と感じてい

ます。生徒たちは、合わない相手に対しても、排除することが少なくなりました。そして、

トラブルを起こす生徒に対しても、寛容さを示すように、なってきました。必然的に、 トラ

ブル自体が減ったと、実感しています。アナログで泥臭い、人と人との向き合い方を掘り下

げていく、そんな連携の目指し方となっていますが、職員間の連携の質を、豊かにしていく

ことは、本質的なところで、教育の要となっていると思います。生徒数39名、職員数21名

の小規模校だからできるところも大きい、とも思っています。皆様のご意見をいただきさら

に検討してまいりたいと思います。

』

』

■

硯

』

。
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連携についてのアンケート

担任に対して ①担任として､担任以外の職員の方にやってもらってうれしかっ
たこと､助かったことにはどのようなことがありますか。L

②担任として､担任以外の職員にやってもらって､戸惑ったこと、
困ってしまったことはどのようなことがありますか。

担任以外の職員に対して①担任として､十分にやっていると思うところは､どのようなところ
でしょうか。

②担任として､もっと気をつけた方がいいと思うところ(やり過ぎな
ところ､あるいは足りないところ)は､どのようなところでしょうか。

ザ

Ｌ

ｂ

③あなたが担任との関係において､生徒とかかわる上で気をつ
けていることはどのようなことですか。

④あなたが担任でないことによって､生徒とのかかわりの中でや
りづらいと感じることはどのようなことですか。

■

■

連携の過程

鱈"④本音で話し合い､互いの葛藤を

震鰯室鍵
理解し合い､互し

＃：

③ケースカンファ
臨床的理解の共有

b

一
」
一
』
今
ヲ

②夏山登山や地域活動といった
協働の教育活動

①建学の精神
･全ての子どもたちの可能性を求めて

｡たくさんの方々のおかげで設立できた
ことへの感謝を忘れない

~
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'第41回少年の主張岐阜県知事賞

私に見える世界

〃西濃学園中学校3年池田翠

赤や黄色の色鮮やかな花々･雲ひとつない青空。この言葉を聞いてみなさんはどんなこと

を想像しますか。彩りに溢れた美しい景色が浮かびませんか。でも、もしその景色から色が

無くなってしまったら、あなたはそんな世界、想像することができますか。

1

私は幼い頃から周りに合わせて動くことが苦手でした。みんなが鞄に荷物を片付けてい

る横で、まだ次の日の予定を書いているなんてことはよくあることで、気付けばいつも置い

てけぼりでした。遅れた時間を取り戻そうと急いで片付けて帰ったある日、自宅で鞄を開け

ると隣の子の教科書が入っていることに気付いたのです。『しまったあ。どうしよう｡』気が

動転しましたが、次の日謝って返しました。しかし私の生活テンポは相変わらずで、こんな

失敗を何度も繰り返してしまいました。

「いつも間違えてゴメン｡」

《また？ワザとじやない？もう、人の物を盗っていく子だってみんなにも言うから｡》

「お願い、そんなこと言わないで． ．｡」

《じゃあ、私の言うこと何でも聞いて！》

要求は荷物持ちから始まり、掃除場所を1人でやらされたり宿題を押し付けられたり学

年が上がるにつれエスカレートしていきました。 《私の物を盗れたんだから、あの子の物も

盗れるでしよ｡》そんな言葉で強く脅されたこともありました。「もう嫌だ！」叫びたくなる

こともありましたが仕返しされる恐怖が頭をよぎりました。苦しいだけの日々を過ごすう

ちに『何も考えず言いなりになろう…｡』そう思うようになっていました。楽しい､面白い、

辛い、苦しい、私を彩っていた1つ1つの感情が、 1つ1つの色が無くなっていき、私に見

える世界は白と黒だけになってしまいました。でも傷つけられる痛みや恐怖に耐えるより

はずっとマシでした。その後だんだん朝起きれなくなり、登校を渋るようになって、とうと

う学校へ行けなくなってしまいました。顔色を伺い怯えた様子で生活する私を心配した母

は環境を変えることを提案し、中学2年の九月、地元、神奈川県を離れ不登校で悩む生徒た

ちが通う全寮制の中学校へ転校しました。

それから半年が経った頃、生徒会から早朝のボランティア清掃のお知らせがありました。

1人の生徒がいくつかの場所を担当していることや女子トイレでさえ男子生徒にやっても

らっていることを知り『せめてトイレくらいは私がやろう｡」そう思い参加してみることに

しました。始めた頃は寒いし眠いしもうやめようと思う日々が続きましたが、毎日続けるう

ちにその思いは変わっていきました。それは廊下、ゴミ箱、 トイレ、階段がいつも当たり前

のように綺麗だったのは、自主的にやっていた人たちのおかげだと気付いたからです。また

すれ違う先生や一緒に参加している仲間たちから掛けてもらった「おはよう Iいつもあり

。

■

。

画
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がとうね！ 」 「お疲れ様｡」というあたたかくて優しい言葉は、 トイレが綺麗になったかどう

かではなく、自主的に取り組んだ私の気持ちを認めてくれる、そんな人たちもいるのだとい

うことを教えてくれました。刺さるような冷たい言葉で命令され否定され続けた私に見え

た白と黒の世界。その中で聞こえたあたたかくて優しい言葉。今、私の中には様々な色が、

様々な感情が溢れ出そうとしています。

今の私に見える世界｡それはこの主張を聞いている皆さんと同じ『未来へ拓かれた世界』

です。私はやっとスタートラインに立てました。もし、あなたも色のない世界で妨復うのな

ら、私は伝えたい。必ずあなたに寄り添ってくれる仲間がいることを。じっと待つだけでな

く関わるきっかけを見つけることが大切だということを。私はまだ顔色を伺って伝えるこ

とをためらうときもありますが、私に見える世界がもっと拓かれ、もっと色鮮やかになるよ

うに自分の気持ちと素直に向き合って生きていきます。

■

６
８
、

~

~~

』』
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■
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伊湾濃簔屋字裳綾
r赤7年

西鴬岸園とは

『フ1991年、不登校の子どもの支援を目的とした

ボランティア活動をはじめ、2009年、学校法人

画西濃学園西濃学園中学校を開校しました。

西濃学園中学校では、少人数教育の中で生徒一

人一人の学習レベルに応じた個別の対応を行いま く不登校特
す。藤橋地区の自然に恵まれた環境の中で、農作

＜不登校特

、
文部科学省より

した！

例校とは＞

文部科学大臣が、学校を指定し、特定の学校において教育課程の基準によらずに
特別の教育過程を編成して教育を実践することがてきる学校てす。現在、全国に
12校（令和元年）指定されています。

西濃学園ては、地域との交流時間を大切にし、人と人との出会いを大切にしてい
ます。人との関わりを多く持つことて、社会性を身につけていきます。

業やお店の運営など、

様々な体験学習を通し

て『生きる力』を身に

着けることを目標にし

ています。

■

ノ

蒋巧1糠ォll
L

te．苛淑Lイト Lifeplqnninq尋ｨ可寸帯ﾝﾆﾝ句

学校生活は人生の基墾を作る場であると考え、卒

業後の社会生活を見据え、コミュニケーション能力

のアップやセルフコントロール、生活習慣の作り方

授業という枠にとらわれずに、様々な体験学習や

集団ゲームに取り組んでいます。

伝統行事やボランティア活動、ものつくり、外部

などを学んでいます。

瀞
自分の力で「人生

を生き切る」ことを

目標にしています。

鯖師を招いての謂演会など、

色々な企画を通して子ども

逮の社会性を育む赦育を

行っています。

塞蝿籾娼組。h…瞳.rい『認I

震

唾
》

舵
謡
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割蕊淡八回罰鴬拳園
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RecoveryII油パリー
学校に行けなかった期間や、勉強できなかった期

間は人によって違います。同じ学年でも能力に差が

生じるため、「自分はできない」と悩んでしまいが

ちです。学んだことで“自分がどれだけ成長してい

るのか，，というところに視点を置き、個々の能力に

一一F■~＝ー

一一一 一 一

蕊熱
庵扉輌函蚤趨
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…一望る笠鵯蝋鱸鍋篭蝋2麓舞卜歎認舞､耀蕊
通して、規則正しい生活リズムの定着、集団生活の中で社会性を身につけること、そして、あたたかな人間閲

係の体験と構築ができることを目指しています。

自分一人では決まった時間に起きることや寝ることができない生徒も、集団の流れに乗るこ

とでできるようになります。とはいえ、生徒が集団の流れに乗ることができるかどうかは個人

差も大きく、時間のかかる子もいます。熊らず、強制せずとも諦めないことで、少しずつ規則

正しい生活への重要性の腿識が高まり、習慣化されていきます。

、
学園長が毎朝、掃除をしている

姿を見て、ある生徒が“僕も手伝

いたい”と自主的に清掃活動を始

めました。すると、彼の背中を見

ていた他の生徒たちにも自主清掃

の輪が広がりました。

その流れは彼が卒業した現在も

一受け継がれています。 』
■

曙

¥' LIたいごZ宅応穏1蔀活動h
W

新しいことを一緒に初めて見

西濃学園の部活動は、“こオ

函濯蟄卜毎騨駕1ヶ繁懲☆重為

れ

言

！”と決まっていません。生徒が「やりたいな」と思ったことを応援します。
Zませんか？

國蒙廷蝋獺謙曾‘
晒懸雛患I熟圃から3ﾁｰﾑ出場し霞す!

応援よろしくお願いします1

三

~」
学回が最も重視している夏山登山は今年で10周年を迎えました。この登山行事は子ども逮の

成長にとって、今までの生活や通常の学校生活では考えられない極めて大きな影響を与えると考えています。
実施後に子ども達が「本当に素晴らしかった」と□を揃えて害うのを聞くと､｢やってよかった」と思えるのです。
登山後の生徒達は、登山前よりも明確な目標を持って、部活動や勉強に励んでいます。命がけの登山は、生
徒達に「生きる」意義を教えてくれます。

勇山登山
’

●

今

槍ヮ岳標高日.1日Om→
。

バーズキ海コゴ「徳灌圓」

。

■

霧
一

L召

蝶句岳棟高2B77ml掴沢禰高2．3口日mI

文化祭で、発表↑
←

鞠爽漉八画濃華園
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元
私達生徒会は今年度の5月より藤橋校舎(中学校舎)にて､購買部を開始しました｡生徒のいる寮
の近くにコンビニやスーパーなど気軽に物を買う場所がなく不便に思っていました。

そこで生徒が買い出し以外でも物が買えるようにと､ジュースやお菓子などの飲食物を買える購
買部を開始しました｡ここで出た利益は生徒会企画で生徒に還元したり校舎設備の改善費用に当
てるつもりです。

生
吟

生徒会新聞

ま

Ｉ

p2"

薯
ロ

校内行事企画

生
。

＜送別会＞＜クリスマス会＞

清掃活動

鰹錘

1

西濃学園では毎朝生徒がボランティアで掃除をしてくれています｡以前は学園長が一人で掃除
をしてくださっていたのですが､体調を崩され入院されたときに生徒たちが自分たちも手伝おうと
朝の掃除を始めました｡今では､朝清掃管理ボードも作られ､生徒たちは寝る前に掃除する場所
に自ら名前を書き朝掃除をやってくれています｡朝掃除をする事で清々しい気持ちで1日を過ご
すことができ、日々続けることで物事をすぐに投げ出さないような継続力が身につきました。

これからの私たちの課題は､この朝の掃除の質をどのようにして向上させていくかです｡ボラン
ティアに参加してくれる人も多くなり､生徒一人一人が掃除に対して意識的に取り組んでくれるよ
うになってきました。

旬
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不登校特例枝シンポジウム

司会: I鳴野道弘先生（元文教大学教育学部教授）

コメンテーター

加藤諦三先生（作家・早稲田大学名誉教授）

松木秀彰氏（文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長

江口昇勇先生（日本福祉大学スポーツ科学部教授）

古田信宏先生（岐阜大学特任教授・日本学校教育相談学会岐阜県支部理事長）

|総合司会・丹羽｜

それではこれより後半の部、シンポジウムへ入ります。はじめに、コメンテーターの先生

方の紹介をさせていただきます。ステージ向かって左手より元文教大学教育学部教授嶋野

道弘様､西濃学園中学校太田宣子､京都市立洛友中学校西本幸史様､星權中学校蓮田亮大様、

作家・早稲田大学名誉教授加藤諦三様､文部科学省初等中等教育局児童生徒課生徒指導室長

松木秀彰様、日本福祉大学スポーツ科学部教授江口昇勇様、岐阜大学特任教授・ '二1本学校相

談学会II皮阜県支部理事長古田信宏様、ありがとうございました。それではここからは司会を

嶋野道弘先生に代わらせていただきます。嶋野先生、よろしくお願いいたします。

■

|司会:鴫野先生｜

はい。前半の一番最後、池田さんの少年の主張って、皆さんどうでしたか。私、本当に引

き込まれてしまいました。池田さんは、話す前にこちらにきて、目線を三方向に向けて、そ

れから話を始められたんですよね。う－ん｡なんて存在感があるのか、というふうに思って、

どんどん話に引き込まれたんですけど、素晴らしかったです。

前半、三校の発表もありました。いずれの学校についても、精神的な面や理念、あるいは

信念、情熱、あるいは様々な取り組みの創意工夫、いずれの面を取ってみても私個人的には

優れた学校だな、 と思ったわけなんですけれども、また、その他12校のポスターの発表も

ございました。これらの学校は、不登校に陥った子どもたちが、これらの学校に来て、自立

的な力を身に付けて進学したり、社会に出たりしていくという成果を出している上で、相当

の優れた実績を出していると思います。そういう発表を聞いた上で、今日、コメンテーター

の皆さん、4名いらっしやるんですけれども、お尋ねしたいと思いますが、コメンテーター

の皆さまは、この特例校の学校三校について、どんなところに着眼されたのか、このあたり

からお話しいただきたいと思いますが、じや、古田さんからお願いします。コメンテーター

の皆さんには､私､無理を申し上げましてですね､キーワードを書いていただいてますので、

それをお示ししながら、お話しいただきたいと思います。お願いします。

U

口

8
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居屈団

はい。ではよろしくお願いいたします。まず、星權中学校さんですが、個別の指導計画と

記録の蓄積ということを挙げさせていただきました。まず､個別の指導計画と言いますと、

私、長らく特別支援教育に関わっていたので、障害のあるお子さんへの個別の指導計画、と

いうふうなイメージなんですが、星様中学校さんの個別指導計画は障害ではなく、不適応の

行動に焦点を当てた個別の指導計画が作成されていて、さらにそれに基づく、それがAIに

よって非常に多くのデータが蓄積されているところが素晴らしいと思いました。多くの

データが蓄積されているということは、多くの子にとって一般化できることも見えてくる

でしょうし、その子にとって一般化できること、という見方もできるでしょうし、その子の

中でも「おやつ」と思うようなことも見えてくるんではないかなと思いました。二つ目に、

洛友中学校さんですけど、一つ目に挙げさせてもらったのは､公立学校であるということで、

教職員の移動があるということですね。ということは、何年か経つと、洛友中学校さんの先

生方は一般の学校へ戻られるわけですが、そのときにこの洛友中学校さんで学んだことが、

きっと活かせるんではないかな、そう考えると、洛友中学校さんでの今の教育の経験がきっ

と、 10年後になってしまうかもしれませんが、多くの京都市立の学校に広がっていくとい

うことからも、とても魅力的な学校かな、と思いました。もう一つ、夜間中学校が併設され

ているということで､教科の授業を一緒にやられるということは、そこで異年齢集団ができ

ているということで、地域がそこにもうある、という考え方ができるんではないかな、地域

とともに歩む学校というのを作っておられるんだろうな、そんなふうに思いました。西濃中

学校さんですけど、まず一つ目に、寮生活ということですが、家族と切り離していることに

よって、自分自身の家庭生活を見直すことにもなるでしょうし、家族の方から見てもこの子

の意味というのを見直すことになっているのではないかな、そんなふうに思いました。本当

の意味でのソーシャルスキルトレーニング、まさしくソーシャルスキルトレーニングなん

だろうなと思います。もう一つ､すごいなと思ったのは､全ての職員が専門性を持っている、

共有する、というところまで高められた連携で、こういうことはなかなか、先ほどの公立学

校さんのようなところでは、ちょっと難しいかもしれませんですけれども、本当に困ってい

る子、悩んでいる子に対して、必要な学校、といえるんではないかなと思いました。以上で

す。

蛤

b

口

画
、

|司会;嶋野先生｜

ありがとうございました。じやあ、続いて、江口さん、お願いします。

匠同禿蜀
私はですね。三つの学校についてですね、まず、星嵯の取り組みには、時代を先取りする

教育というのを実感して、そこを実践してみえているというのは、素晴らしいなと思いまし
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た。それから、洛友中の発表についてはですね、昼間部と夜間部の交流というのが、まさに

人間教育の原点かなと。世代間も違うわけですね。異文化交流が、教育的な効果をものすご

くもっているな、というのを感じました。それから、西濃学園さんの方は、ある意味非常に

泥臭い取り組みをしてみえて、でもその泥臭さがあたたかみを生んでいるんじゃないか､そ

んなふうに感じました。

ちょっとですね、三つの学校に共通して私の言いたいことがあってですね､学校へのコメ

ントよりは、不登校そのものに対する話をちょっとさせてください。このシンポジウムは不

登校特例校が拓く日本の教育、という非常に建設的に、明るい未来を予測させるテーマに

なっているな、と思っています。そういう中で、これから私が話すことは、冷や水を浴びせ

るような無粋な発言になるんじゃないか、と危倶しています。しかし、不登校という現象に

不可避な、人間の闇の問題、そこは避けて通れない、あるいはそれを心しておくことは非常

に有意な視点をもたらすんじゃないかと思っています｡私自身はですね､大学院を出て最初

に勤めたところが精神病院でした。そこでは、棺桶退院、死んで棺桶に入ってやっと退院で

きるという、そういうことを口にする患者さんたちを前に非常にしんどい面接をしてきま

した。それが出発で、人というものの不可避な闇をずっと見続ける仕事に興味を持っていま

す。そして、現在もですね、児童養護施設、母子生活支援施設、それから乳児院といった、

いわゆる虐待なり家庭内の不和なり様々な問題を背負えるお子さんや親御さんのサポート

をしている、そういった施設で､スーパーヴィジョン､職員の指導をしています｡それから、

犯罪、非行に関わる保護観察所というところがありまして、そこにも月一行って、保護観察

官のスーパーヴィジョンをしています。そういったところで出会うお子さんたち、あるいは

親御さんも含めて、すこぶる健康度が低いんですね。社会の中で元気に生きていく、という

ことを期待することすら非常に難しい人たちなのかな、 と思っています。もちろん、こう

いったところに来れるだけのエネルギーもないので特例校に入られるってことは、それほ

ど多くはないかもしれません。でも中には、いろんな条件で入って来られる方があると思い

ます。教育というのは、教え、育む、という目標があります。それだけに高い理想を掲げて

取り組むものですね。ですから、私は、それを否定する気は全くありませんし、三校の取り

組みに関しては心から評価しております。ただ、どれだけそうした試行錯誤を試みても、そ

れでもなかなか授業に出られない、あるいは卒業するってことも難しい、という子たちは、

必ず出現すると思っています。で、その子たちにとっての、特例校がどんな意味を持つのか

なと思ったときに、実は私は不登校の親の会というのを、もう30年近く続けております。

そして､その中の半数のお子さんはすでに30を超えていますけれども､いまだに引きこもっ

ています。そういう子たちを見ていますと、なかなか予定調和というのですかね、この学校

を出て、元気に社会で活躍する、ということも難しい子たちは必ずいる。じゃあ、その子た

ちにとって、特例校に来たときに、そこでの学び、そこでの先生との出会い、それはその子

たちにとっての生涯の宝になるんじゃないか。勉強して単位を取るだけじやなくて、そこに
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いたことだけで、その子の存在を下支えするような、貴重な体験になるのではないか。そう

いった視点を持っていただけるとありがたいな、と。卒業だけが全てではない、単位を取る

だけが全てではない、その子たちの生きるという存在そのものを下支えする、そういったも

のを目指していただけることも意味があるかな、と思って、一言、発言をさせてもらいまし

た。

ト

|司会:鴫野先生｜

ありがとうございました。今のお話は、この先、日本の教育を不登校特例校が拓くという

ところで、さらに深めていただきたいと思いますけれども、それでは続いて、松木さんから

三校の発表の着眼点、どこに目を付けられたか、お話しいただきたいと思います。

|文部科学省:松木司

私が三校の発表を聞きながら、注意した着眼点は、不登校の取り組みの中で優れたもの、

他の学校でもぜひやってもらいたいなと思うものはなんだろう、と考えて、選んでいきまし

た。そういう意味で、まず一つ目なんですけれど､星嵯さんについては､個別最適化｡私は、

生徒指導室長という肩書を持っており、生徒指導全般を担当しておりますけれども、よくい

じめですとか、不登校とか自殺予防とか、暴力行為とか後、児童虐待も少し担当しておりま

すが、よく聞くのは子どもたちはさまざまな問題を抱えていることがあるね、と。例えば発

達障害系でありましたり、あるいはLGBTであったり、あるいは東日本大震災で避難してき

た子どもであったり重度のアトピーを抱えている子どもであったりですね、様々な背景を

抱えている子どもに対してそれぞれ配慮をすべきだ、 というのが生徒指導で求められてい

る、 というのが今の状況かな、 と思っています。それに加えて、学習指導の方でも、 ICTを

使って、個別に、最適化されたプログラムが提供できないか、というのが、 society5.0の

中でも出ている。というのが、今の現状でして、そういう一面などの生徒指導的な部分と学

習指導の部分で、個別最適化というのがこれから学校が求められてくるのかな。そういう意

味で、星様さんの取り組みはそその先端的な取り組みをされていると私は受け止めたので

ございます。

それから次の、洛友中学校、これもすごく抽象的な言葉になつちやいましたけれど、子ど

もの尊厳の尊重というキーワードが私は素直に頭に浮かんできたわけでございます。これ

はほかの学校さんでもされていると思いますけれども、子どもの話をよく聞かない、とか頭

ごなしに相手を否定するとか、そういう間違った対応というものを先生とか､場合によって

は親がやってしまったときには、子どもが非常に苦しい思いをするわけですけれども、共通

して言えるのは子どもの尊厳の尊重ができていない、というふうに常に思っております。だ

から、なんでこんなことができないの、といって親が子どもに手をあげてしまうとか、そう

いうことになるのかな、と日ごろから考えていたところです。そういったところで、洛友さ
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んの場合､非常に丁寧に子どもたちのことを考えて専門的知見を取り入れながら、指導する

のではなくて、まず受容をして、支援をしてそれからやっと指導に入るんだといった丁寧な

対応をしたり、子どもの意思を尊重したりといったような丁寧な対応をされているな、と。

これは子どもの尊厳を尊重するといった態度なしにはできないことだろうと感じました。

それから、最後の西濃学園中学ですけれども、チーム学校でございます。これはよく聞く

んですけれどやはり生徒に対して個々の先生が生徒のまるごとを受け止めるという情熱も

必要なんですけれども、そこから先に情報共有につなげて組織で対応していくということ

が重要と思います。その過程で教職員の方々というのは、それぞれの考え方があって、最初

はすごくまとめにくいと思うのですけれども、そこで共通理解をしっかり図っていって、協

働の部分につなげていくと、協力の協に働く、という字ですね。協働。ここにつなげていく

という取り組みをされているのが非常に素晴らしいなと感じました。問題が起こる学校と

いうのは、チーム学校というのができていないことが本当に多く、西濃学園さんはじめ三校

の学校さん、チーム学校というのが非常に機能しているな、というふうに見ておりました。

こういった部分も他の学校にも、ちやんとやってほしいなという意味で、西濃学園さんにつ

いてはこの部分が非常に印象に残ったのでございます。以上でございます。 』

|司会:鴫野先生｜

ありがとうございます。じゃあ、加藤先生、お願いいたします。

痂罷因
加藤でございます。各先生方のお話を伺いながら、本当に、心身共に献身的に生徒のため

に頑張っておられる姿をお聞きして､大変感動しました｡それと同時に、もう一つの問題は、

ご存知のように不登校というのは当たり前のように我々は使っているわけですけれども、

最初はご存知のように登校拒否という言葉だったわけです。この登校拒否という言葉が、だ

んだんと不登校という言葉になってきた背景というのは何かというと、実は不登校の原因

というのは、学校の方にあるんじゃなくて、家庭の方にあるんだ、ということがほぼわかっ

てきた。これは英語でいうと、 schoolfobiaというのが最初に出て、 schoolfobiaというの

が登校拒否と日本では言われていた。ところが、英文の論文を読んでみるとわかるんですけ

れど、これはほとんどがschoolfobiaという捉え方に反対しております。お前全部世界的な

論文読んだか、と言われますと読んでないですけれど、少なくとも僕が読んだ限り、世界的

にschoolfobiaという考え方ではなくなってきた。つまり、学校が原因ではないということ

なんですね。つまり、高所恐怖症というのは、高所が原因で、広場恐怖症というのは、広場

が原因なわけなんです。そこが原因で、広場に行けない、学校に行けない。 schoolfoblaと

いう言葉が出たときは、最初学校が原因で学校に行けない、と思われていました。高所恐怖

症と同じことですよね。ところが、どうもそうではないらしい、というようなことが言われ
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ました。一つだけちょっと例を挙げますと、ボウルビイといいます、おそらく人類の子ども

の研究者としては最も偉大な人だと思うんですけれどもそういう人なんかは、学校に行け

ない子の家庭のタイプの分類までしています。学校に行けない子どもの家庭はこういう家

庭である、ということなわけです。今日、非常に、先生方と文科省の方とお話の中で感動し

たのは、さっき、文科省の中で、これは大変深い問題で様々な問題が絡んでいるから深堀り

する必要がある、と。この言葉を僕はですね、正直言って、文科省の方から聞いたのは大変

感動しました。というのは、文科省のこれまでの不登校対策を見ると、この視点が、大変失

礼な言い方ですけれど、少ないんですね。で、学校の現場でも、この文科省の対応の仕方に

不満がある。例えば、僕も20代のころから、学校のPTAの講演なんかに行っておりますか

ら、 50年以上、半世紀以上、北海道から沖縄まで講演に行っているわけですけれども、そ

の中で、 PTAの前で話をする前に、職員室で会議をしたときに、職員室で受けた言葉という

のはどういうことかというと、 「最高の教育者はお母さんです」と。そうしたら、先生、そ

れをPTAの前で言ってください、それを言ってください、というんですよ。つまり、全部学

校に押しつけちやって、学校が悪いんだ、 という言い方をされちやっているから、 「最高の

教育者はお母さんです」という言葉、それ言ってください、と。そういうような中で、今日

の先生方の発表というのは、苦しい現実にいろいろ接してきた方だなと思いました。

最初の神奈川の方でいいますと、保護者との個別面談､保護者との個別指導という言葉が

出ているんです。これどうしようもなく家庭の問題と不登校の問題が絡まっているという

ことが身に沁みてなければ、保護者と個別面談をしなければならないということが出てこ

ないはずなんですね。ですから、そういう意味で保護者との個別面談をして、保護者や家庭

とうまく連携しないと、これは、二番目の発表の方の話にも出ましたけど、その方の言葉で

いいますとダブルスタンダードという言葉が出ましたが、これもキーポイントなんですね。

キーポイントというのはどういうことかと申しますと、 コミュニケーション能力がないか

ら不登校になるわけですから、ダブルスタンダードという概念がコミュニケーション能力

がなんで破壊されるかということを説明しているんですね。不登校の問題には、コミュニ

ケーション能力がなぜ破壊されているかという問題に取り組まない限りどう頑張ったって

うまくいかないんですよ。発表者の方は、ダブルバインド、ダブルスタンダードは避けると

いうことを言われた。これは、もうちょっと専門的に言うと、ダブルバインドセオリーとい

う二重の束縛理論というのがあるんですけれども、これが子どものコミュニケーション能

力を破壊するという。だから、家庭の中で、ダブルバインドセオリーが行われていると、子

どものコミュニケーション能力が破壊される。ダブルバインドという言葉じやなくて、ダブ

ルスタンダードという言葉で表現されていましたけれど、その概念が出てきたことを非常

に嬉しく思いました｡それに､教育では励ますことが大切だと、まさにその通りなんですね。

どんなにいいこと言って、どんなに頑張ったって、うまくいかないのは教える側と教えられ

る側の信頼関係がなければ教育なんてうまくいくはずがないわけです｡今日、まず発表の中
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に、その問題が出てきた。信頼感という言葉は出ませんでしたけれど、励ますという言葉が

出てきているんですね。励ますときには、根底に信頼関係がなくて励ましたら、そんなのス

トレスになるだけですよ。子どもにとって、害になるだけです。信頼感があって、励ますか

ら、それは、プラスになるわけです。ですから、そういう意味で、今日は素晴らしい先生方

の日頃の努力が実ったような話を伺ったと思ったのですけれけども、そういう意味で､保護

者の個別面談とか､家庭での教育と学校での教育の教育方針が異なってはならないし、不登

校の問題は学校だけで解決できる問題ではない､発表の中で､欠けているところがあるとす

れば､不登校の問題は学校だけでは解決できないんだ、ということをはっきりさせる必要が

僕はあると思うんです。不登校の問題というのは、家庭の問題、これが極めて重要な問題で

す｡神経症の問題は親子の関係に機縁があるように､家庭の問題と教育の問題をどう関係を

結んでいくかと。それを最後に非常にうまくまとめていただいたと思うのが、西濃学園の発

表なんですけれども、地域についての発表で、あるいは西濃学園の場合は寮になっているわ

けですよね。するとこれは西濃学園の教職の方が献身的にその生徒に働きかけることに

よって、あるいは村の行事に一緒に生徒が参加することによって、生徒がそこに心の居場所

ができてくると。そして、その西濃学園というのは実に見事に不登校の問題として成功して

いると。ですからそういうことを考えると、今日の問題というのはそれなりにいろいろみん

なが深く考えて、議論を深めていく問題ではないかな、 と感じました。以上です。

|司会:鴫野先生｜

はい。ありがとうございました。三校の発表をお聞きしながらですね、コメンテーターの

先生方にちょっとお願いをしていたんですね。どこに着目されるんだろうか、と。これは私

自身の興味でもあったんですけれど、キーワードを端的に書いていただいたんですけれど

も、かなり共通性もありますし､個別性といいますか､その方の考えが出ているものもある。

あるいは表現上の問題ということもあるかもしれませんけれど、発表された三校の先生方

はこのコメンテーターが着目したところに関して、どんな風に受け止められたか､お話を伺

いたいんですけれども、蓮田さん、西本さん、太田さんの順でお願いします。

|星嵯中学:蓮田先生｜

はい。ICTを活用する当たりのご紹介でしたので先進的というお言葉をいただきましたが、

実際はやはりですね、江口先生の言葉にあったように、泥臭いというか、いかに子どもたち

の先に立ちまわって、ひと手間ふた手間、ひと手間ふた手間も格好つけています、本当は百

手間くらいかけていくわけですが、やはりそういったところがございますので、特例校制度

の学校の特徴と言いますのは、かなり共通する部分があるかなと。ただし、やはり、先ほど

の池田さん、すごかったですね、そういった部分をポジティブに表現していくというのは、

われわれしっかりこだわっていかなければいけないかな、と思っており、そういったあたり

。

＝

4

P

り

－34－



が先進的と表現いただいたのは良かったかなと。われわれはちょっと、わざとカジュアルに

お話をしていこうかなとしましたので、そういうふうにご評価いただいたのは良かったか

なと思います。

|司会:嶋野先生｜

主張したいところをきちんと受け止めていただいたと。よかったです。では、西本先生、

お願いします。

|京都市立洛友中学:西本先生’

はい。本校なんですけれども、先ほど、古田先生の方から言っていただいたように、この

中でも公立の学校なんです。ですので、移動があったりして、それがマイナスになってしま

う部分もあったりするかなと思うんですけれども、私､洛友中学校に七年間勤務しまして、

いろんなこと、一般の学校ではわからないことをすごく吸収することができました。われわ

れ、公立ですので、特例校、子どもたちの居場所を増やすということで特例校の取り組みも

どんどん進めていったらいいかなと思うその一方で､公立の教師として、全国に一番多く学

校があるのは公立の学校ですので、公立の学校を変えれたらな、というふうに少しお話を聞

いていて、自分にできることってなんだろうか、この七年間で得た知識を一般の学校に広げ

ていくこと、そういうことができたらいいのかなと思いました。で、本当に今の公立の学校

どうなんだろう、と改めて思いまして、特例校のやっていることっていうのは、私いろん

な学校に足を運ばせてもらって、特例校であるとかフリースクール、毎年夏に行かせてもら

うんですけれども、変な言い方ですけれども、学校らしい学校なんですね。特に驚くことで

はなくて、本当に先生が一生懸命生徒のためにやっている姿を見ることができるんです｡そ

れをどうにか､今の公立の学校での取り組みに生かすことができないないか。学力というの

も大事なんですけれども、子どもたちが安全で安心して通える、そういう学校になればもっ

ともっと不登校の生徒は減るんじやないかなというふうに、今回このように参加させてい

ただいて、こちらも発表をして、意見もいただいて、改めて公立の学校として何かできるこ

とがあるんじやないかと、すごく刺激を受けました。どうもありがとうございます。

|司会:鴫野先生｜

どうもありがとうございました。 じゃあ、太田さん、お願いします。

|西濃学園中学:太田｜

はい。私は、江口先生の不登校特例校の中でも、難しさを抱える子、というのは必ずいる

のではないか、という視点に考えさせられられました。職員間の連携の質、として互いを活

かし合えるという発想で連携を考えるようになってから、お互いに自分の枠組みで相手を

－35－



見たり、あるいは評価することが減っていったんですね。そういうふうに相手を見ることが

できるようになっていく中で、生徒と向き合うときも、あるいは、連携の大事な相手として

保護者の方を見るときも、教師側の枠組みで生徒や保護者の方を見るのではなくって、つま

り自分の評価する視点に合わないからダメだと道具的に見るのではない、そんな見方を可

能にしていくことが大事なんじやないかな、と思うようになっているところなんです。そし

て、生徒と向き合うところで、これは江口先生の研修の中でも感じることなんですけれども、

生徒が、子どもが生きている、ということそのものが、もうその子がすごく頑張っているこ

となんだ、というような視点に至ります。すると、ほめるところがたくさん出てくるんです

ね。今日はご飯食べとってえらかったな、というか、ご飯食べとってうれしい気持ちになっ

たな、とか、そういうことから始まって、これは保護者の方と接するときもなんですけれど

も、一個の人として認めて、一緒にやっていく、そう、一緒に生きていくという視点をもっ

と大事にするということを学ばせてもらえたらな、 と思いました。

|司会:鴫野先生｜

はい。ありがとうございます。ポスター発表の方でも、札幌の星様はネガティブからポジ

ティブに変えていく、というのがありましたけれども、今の太田さんの話も共通するところ

がありますね。枠組みを変えると、ほめるところがたくさん出てくる、というお話もあった

んですけれども。

さて、発表のあった特例校の取り組みの着目された点が明らかになって来たんですけれ

ども、先ほど、江口先生が引き出してくださった、今日の大きなテーマが、不登校特例校が

拓く日本の教育、というところになっておりますので、不登校特例校というのは発表を聞い

て、多くの知見を持ちまた創意工夫をしそして一定の成果を上げてきたと思うんですけれ

ども、不登校特例校から日本の教育に視野を広げたときにですね、日本の教育は不登校特例

校のどんなところをこれから活かしていくべきか。いま、京都の西本さんからも、公立校を

もっと変えなきゃいけないんじやないか、というお話もあったんですけれども、この点につ

いて、意見交換をしていきたいと思います。日本の教育全体に関しまして、不登校特例校の

知見を活かして、どう拓いていくことができるのか、という点です。コメンテーターの皆さ

ん、どなたか、私からという方、いらっしゃいますか。じゃあ、松木さん、お願いいたしま

す。

|文部科学省:松木氏｜

はい。私、いろいろ取り扱っているものの中で、いじめ問題というのは非常に、本当によ

く相談も受けたり、批判もいただいたりするわけですし、よく学校の対応とか、教育委員会

の対応が良くないんじゃないか、という批判もあるわけですけれども、やはり、チーム学校

というんですかね、学校の組織的対応というのが本当にいまだにできていないところが多
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いな、という印象があります。どうして、そうなっているのか、というのもあるんですけれ

ども、いかにして組織的に対応してもらうかというのが、いじめ対策では非常に中心的な課

題になっています。一つには、やはり、よく言うのは教員の抱え込みというんですか、西濃

学園さんの発表の中で、生徒のまるごとを引き受けるんだというところがあって、それは大

事なんですけれども、それだけではだめで共有をはからないといけないわけなんですね｡熱

心に向き合うという姿勢が最初に、子どもと向き合うときには重要なんですけれども、そこ

から子どもが教育を受ける環境の回復と言いますか、そういったものにつなげていくとき

にはしっかり組織的な情報共有と対応が求められると。それができていないと、子どもがい

じめられているから悩んでいるか、というとそうでもなくて、一見笑っていたりするらしい

んですよね。なんともないよ、とか言って。先生もそれを見て安心をしてしまって、でも、

その笑顔の裏に絶望があって、それが重篤化していく、ということがよくあります。そうな

らないために、チーム学校というのは非常に重要だと思うんです。私が書いた三校のキー

ワードはいずれも重要なんですけれども、チーム学校というのは、その中でも割と非常に重

要だと思います。不登校特例校が拓く日本の教育、と本日のテーマはありますけれど、どう

やったら教職員の間でネガティブな情報みたいなものですね、子どもがこういうふうに苦

しんでいるよというのを、共有できるチームをつくることができるか。担任の先生がこれ

言ったら自分の力量が足りないと思われるんじゃないか、とかですね、そういうふうに思っ

てしまって言えなくなってしまうのではなくて、そういうものを積極的に共有をはかって、

子どものために組織として動いていくといったことが、全ての学校でできるようになると、

もっといじめというのは減っていくんじやないかと思っています。そういった意味で、この

チーム学校の取り組み、というのは、非常に大きな可能性と言いますか、期待を感じている

ところでございます。

|司会:嶋野先生｜

もっと、全ての学校でやらなければいけない、ということですね。池田さんの発表を聞い

ていましたら、いじめというのは相当あったようでしたよね。これを見ると、チーム学校と

いうのがあって、太田さんはそこに連携、という話を入れましたよね。担任をしっかりやる

んだ、と。担任に少し抱え込ませるんだ、というんだけれども、しかし、それは連携の上で

成り立っていくと。それを江口さんが、泥臭さから温かみ、というキーワードを出されてい

るんですけれども、これ、見事に関連しているんじゃないかな、というふうに思っているん

ですが、今の松木さんのお話をどのように受け止められたでしょうか。まず江口さんから。

h

匠同亮詞
いじめの問題というのは、本当に深刻になっていまして、私もある教育相談機関で仕事を

しているんですけれども、けつこうその依頼は多いんですね。ただ、その背景に、親御さん
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が自分が子育てでうまくいっていないということを受け入れられない、 自分の育て方は間

違っていないと確信したい、そうするとどうしても外に責任を見出さざるを得なくって、そ

こがいじめへの過敏な反応となっていく、という現実はあると思いますね。ただ、学校の先

生方もとても硬い反応をされますので、そこがモンスター化される親御さんの背景にある

のかな。その中間に入るってことが私たちの仕事になっていますけれども、なかなか両方と

も硬いので難しいことかなと思います。そういう意味で､先生方も先生方で必死なんですよ。

たくさんの業務抱えて、そういう中でややもすると先生の責任を越えるものを背負わされ

てしまうという中で反応されちやうのが現実かなというふうに思っています。

|司会:鴫野先生｜

なるほど。古田さん、お願いします。

居百亮蜀
先ほど､加藤先生が｢最

高の教育者はお母さんで

す」と言われて､そういえ

ば､私､若い頃に『アメリ

カインディアンの教え」

という加藤先生の本を読

み､家庭でのしつけ､教育

というのがいかに大切か

ということをPTAの席で

えらそうに話したこと

が、加藤先生の本をもと

にして、えらそうにしゃ

べったということがあっ

たんですけれども、やっ

ぱり家庭ってとても大事

な場であることは間違い

ないんですね。ただ、今、

現実に虐待の問題などを

見ていると、家庭が本当

に安心できる場になって

いるかといったらそうで

はないところがいっぱい

’
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あります。だから、学校は、家庭、しっかりしてよというふうに言えば済むのかと言えばそ

うではない、それだけでは済まない話となっています。では、学校に何ができるかと言った

ら、家庭が安心できない状況だったら、学校が安心できる場になってやらなきやいけないと

私は考えています。学校が安心できる場になる、じゃなくて、学校を安心できる場にする、

という気持ちがないと難しいだろうと思いますが、一方で、先生たちにも学校が、学校とい

う職場が安心して勤務できる場になっているかどうかというと、これまたちょっと実際校

長をやっていた立場から言うと、クエスチョンマークがいっぱいついちゃうところはあり

ます。それは何かというと、先ほど何度も出てきた言葉で言えば、先生がネガティブな言葉

を職員室の中で吐きづらい、そんな雰囲気がある学校がやっぱりあります。 うまくいかな

かったんだよな－とか、失敗しちゃったんだよな－とかいったことを同僚にちょっと漏ら

せる、そういう職場でありたいなということを思っています。この特例校の実践を、ポス

ターも含めていっぱい見せてもらった中で、子どもたちに集団適応の力を付けさせるため

に例えば、ソーシャルスキルトレーニングをやるとかエンカウンターをやるとかグループ

ワークとかピアサポートとかいっぱい言葉が入っていたような気がします。子どもたちに

そういった力を付けていくと同時に、それって先生たちにも必要なんじやないかなと私は

今思っています｡今、教員養成の立場にいるので学生たちに集団作りのおもしろさみたいな

のを教えているんですが、できるだけ多くの学校でそういったことの研修をやってもらう

というのも一つの手かなということを思っています。

|司会:嶋野先生｜

はい。ありがとうございました。松木さんがきっかけを作っていただいて、チーム学校と

いう一つになるという話があったんですけれども、はい、加藤さん。

而爾召
今日のテーマで､不登校特例校が拓く日本の教育、これは大変すばらしいテーマだと思う

わけです。今、日本は子育て、少子化だ少子化だと騒いでいるけど少子化なのに不登校の生

徒は増えているし、 ドメスティックバイオレンスと言われるように子どもの家の中の暴力

は増えている、母親の子どもに対する虐待は急増している。もう不登校の問題ばっかりじゃ

なくて、先ほどいじめの問題が挙がりましたが、いじめの問題も増えて、いろんな問題が増

えているわけです。いじめからドメスティックバイオレンスから不登校から引きこもりま

でいろんな心の問題というのが増えていて、その中の一環として考えなければいけないだ

ろうと思うんです。それで、先ほど発表を聞いていて、いいところに先生方は手厚い努力を

なさってくれているんだなと思いましたが、コミュニケーションという言葉が出るか出な

いかは別として、要するに、学力の問題じやなくて、コミュニケーションの問題なんだと、

ここがはっきりと理解できていないとこの問題､解決できないと思うんですよ。要するに価
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値観の問題として、学力があればいい子なんだとかそんなことじゃなくて、コミュニケー

ションが問題なんだ、と。これは不登校という、学校に行きづらくなったというその年代の

問題よりも、結婚という次の段階でも一番の問題はコミュニケーションなわけです。アメリ

カには結婚問題研究所というのがかなりあるんですけれども、要するに離婚原因の第一は

何かというと、不倫じゃないかと思う人いるかもしれませんけど、不倫とかじやないんです。

第一の原因はコミュニケーションできなかった、ということですよ。つまり、ですから、学

校がつらくて、学校に行けなくなった、学校で仲間とコミュニケーションできなくなったと

いうようなことというのは、何もそのときだけの問題じゃなくて、日本全体の問題がそこに

あるんで、そういう全体の口本の問題の一つとしてコミュニケーションが必要だと。ですか

ら、先生方の間に新しい時代を拓くとすると、少なくとも価値観の問題として、生徒たちが

学力が、成績がいいからその子は立派な子なんだという、そういう価値観がなくなっていく

ことがすごい大切なことだろうと僕は思っているんです。いじめだって同じことで、いじめ

なくそうつたってなくならないですよ。不満があったら人は必ずいじめますよ。家庭でいろ

んな不満を持っていて学校に来て弱い人がいたら必ずいじめますよ。いじめる人って言う

のは、絶対に誰でもいじめるわけじやない。いじめる人って言うのは必ず選んでいじめるわ

けです｡あっ、こいつはいじめてもファイトバックしてこないな､それでいじめるわけです。

ですから、欲求不満がある限り、いじめが悪いなんてことはいじめる側も知っているわけで

すから、そんなこと言ってみたからって、みんな悪いって知っているわけですよ。だから、

現実に、ファイトバックする、そういう教育が必要。

それから日本の学校にお願いしたいんですけれども、あまりにも画一化、同じ箱ばっかり。

僕､アメリカの中学校､高等学校の入学試験を調べるので､アメリカの学校を調べたときに、

は－なるほどね、アメリカというのはこんな学校もあるのかと思って感心した学校があり

ます｡その学校には､わが校のモットー、リラックス、って書いてあったんですよ。どうやっ

て勉強するんだ、と言いたくなるんですけど、それぞれの学校がわが校のモットーというの

を書いているわけです。もちろん､わが校のモットー、と書いて､そこにコンペテイション、

これは例えば日本でいう名門校というアメリカの大統領を出すような名門校もあって、そ

ういうところはわが校のモットーはコンペティション､勝って勝って勝ち抜くんだ､それが

モットーなんだ、というところから、こちら側のわが校のモットーはリラックスというとこ

ろまでが、たくさんあるわけなんです。ところが、残念ながら日本は、同じ価値観の学校し

かないんですよね。同じ価値観の学校しかないから、価値観の序列化が、学校の序列化がで

きて、教育ママだか、教育パパだか知りませんが、そういう人が子どもをいいところに行か

せようとすると、子どもにまずコミュニケーション能力が無くなって、学校でうまくいかな

くなり出す。ところが、西濃学園の場合は、その不登校の学生たちに寮生活をさせて、地域

社会の中に溶け込んで、地域の行事に参加して、僕、何か西濃学園の理事長みたいなこと

言っていますけれども、それで心の支えというものができて、不登校から社会に出て行くこ
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とができるようになっていけるわけですよね。ですから、今、不登校、不登校、不登校って

言っていますけれども、時代全体はこの問題に振り回されちやっている。これはもちろん、

会社だってそうです｡パワーハラスメントなんて言うのは大変な問題ですから。家庭ではド

メスティック、学校では不登校、社会では引きこもり、会社ではパワーハラスメント、これ

全部、心の支えのない人たちという、別の言葉で言うとコミュニケーションできない人たち

なんですよ。だから、コミュニケーション、ここを解決するということがはっきり、しっか

りとそこのところを認識しない限り、いくら先生方が、今日発表なさってくれた先生方がど

んなに熱心な先生でどんなにやってくださったとしても、だからって日本の教育が拓かれ

るわけじやない。むしろ、日本全体が今コミュニケーションの問題、これが本当に問題な時

期になっているんだな、という理解をしなければならないし、そのことをうまく西濃学園と

いうのがやって、現実に不登校の生徒さんが社会に出て行かれるようになっているわけで

すから、この例を持って日本の教育の制度というのは、このところが大切なんだな、という

ような考え方、つまり、コミュニケーション、そこらへんを日本を切り拓くためにはここな

んだ、 というところが大切ということを改めて今日の先生方の発表を聞いて感じました。

|司会:鴫野先生｜

ありがとうございます。加藤さんから、明確に二つ、柱が出たように私、受け止めたんで

すね｡一つはコミュニケーションの問題、もう一つは画一化､同じ学校ばっかりという問題。

まあ、価値観が画一化しているという問題だと思うんですけれども、これについて、例えば

西濃学園では、学校の枠の在り方を変えて違いを出すという、カリキュラム・教育課程を変

えて違いを出すという在り方と生徒へのかかわり方を変えて違いを出すという、この二つ

の方向が出されていたと思うんですけれども、そういう方向性も出されながら、さらにここ

に江口さんからは､星嵯に対しては､時代を先取りする教育だ、とおっしゃっているわけで、

この辺もやっぱり多様化の方向も言っているのではないか｡個別最適化、というのもありま

すからね。それから、加藤さんから、西濃学園に可能性を求めて、という非常に未来性のあ

るキーワードをいただいているんですけれども、こういう話をいただいてですね、どうです

か、星嵯の蓮田さん。

|星嵯中学:蓮田先生’

そうですね｡まさにおっしゃる通りだな、とお聞きしておりました｡先ほど､虐待の問題、

いじめの問題、教員の抱え込みの問題なんて言うのもあったかと思います。これら全てです

ね､やはりいじめというのは他者との違いに対して脅え、それを肯定できないような心理で

他者批判が起きたりするんだと思うんですね。また、虐待も、なんで他の子と同じようにで

きないんだろう、という他と同じでありたい、それが安心だ、ということで価値観がやっぱ

り画一化しているなと。そのことによって、多様な、あるいは他と違うことを認めていけな

-41-



いというところが、そこに脈々と感じられました。多様性、価値観が異なることを受け入れ

ていく、というのが非常に重要で､加藤先生からも海外の学校に様々な選択肢があったなん

ていうところもあり、われわれ不登校特例がそのような位置づけになれれば、いいのかなあ

と言うふうに思っております。また、ちょっと先の話を考えますと、今日会場にいらっしゃ

る方は私と同年か、それ以上の方かと思います。私たちにとって、未来を象徴する言葉は、

確か21世紀だったと思います。ところが、人生100年時代と昨今言われてまして、池田さ

んはともすれば、 22世紀に生きる子どもたちなんですね。そのとき、どういったことが起

きているかなあ、というと、やはり日本の人口が減っていくこと、そして世界の人口が増え

ていくこと、すなわちもう目の前にもう起きていますが、多様な国籍の方々が、外国人材の

方々とともにこの日本で共生していくということが彼女たちの時代にはさらに現実になっ

てきます｡私たちもすでにコンビニだとかそういうところで､外国人材の支えによって暮ら

しているわけですが、そうするとですね、ほんのちょっと片付けられない、といったような

違いというのは大した問題じゃないんです。今後、国籍、文化、言語が違う方々と一緒に日

本を支えていくという意味では、やはり、もっと我々が柔軟になっていくこと、多様性を認

めていくこと、これが必要かなと感じております。ちなみに、星嵯では、教員と生徒が守ら

なければいけない三つの約束がありまして､人を認める､人を排除しない､仲間を作る｡我々

が起因するところも帰結するところもそこですし、子どもたちもそのルールを守って生活

するという中でやっていますので、やはり多少の特性の違いですとかは受け入れて、そう

いった状態にあることが将来､彼らが生きる時代においてはさらに重要になるのかな、とい

うふうに感じました。ですから、やはり多様性という言葉は非常に重要であるかなというふ

うに感じました。

|司会:嶋野先生｜

でも、その多様性というのは、今の三つの、人を認めるとか、それがあっての多様性の可

能性とお聞きしたんですけどね､はい。あの､西本さん､公立ではですね､今ご提案あった、

コミュニケーションの充実の問題、それからもっと多様化しろ、と。画一化させるな、と。

これ、公立で、可能性はどうでしょうか。

|京都市立洛友中学西本先型

コミュニケーションの問題に関しては､本校の生徒見てますと、やはり彼らを取り巻く状

況としまして、インターネットの普及というのがものすごくコミュニケーションに関わっ

ている部分は大きいなと思います。本当に、携帯をずう－－つといじっている生徒がいます。

本校は携帯電話を持ってくることは禁止はしていないんですけれども、お守りのように携

帯電話を持って、常に近くにないと不安で仕方ない生徒もいます｡我々もだんだんそうなっ

てきている気もしますね｡携帯忘れたっていうだけで家に取りに帰ったりとか･それくらい

－42－



のツールになってきてしまっていますので、子どもたちを取り巻く環境というのは昔と本

当に変わってきていて、ただでさえいろんなことをやらなきゃいけない中で携帯電話とい

うツールからくる情報にも囲まれて、本当に苦しい思いをしている子どもたちもいるのか

なと思います。

公立ということで、今日思うのは、この特例校というのは、何年も前から不登校の生徒を

どうにかしようと一生懸命やってきた学校ばっかりだと思います｡本当に、エキスパートの

学校ばかりだと思いますので､今後、こういう学校が必要であることは明確だと思うんです

けれども、この特例校に、一般の学校がどんどん学んでもらって、この特例校が日本の教育

をけん引できるような存在になっていけたらなと思います。

|司会:鴫野先生｜

不登校特例校のポスター発表を12校、僕もちょっとフロアで見せていただいて、発表も

聞いたんですけど､僕なりの言葉で言えば､特例っていうくらいに実際にカリキュラムとか

取り組み見ると、百花練乱という感じなんですよね。江口さんにこれ、お聞きしたいんです

けれども、そういうふうに非常に多様化して百花練乱的にやっているのであっても、まだ数

パーセントの不登校は残ってしまう、ということもあるんですけれども、その辺のところで、

江口さん、何かお話しいただけますでしょうか。

匠百亮蜀

基本的には親御さんと子どもさんの持っている病理の深さ、先ほど加藤先生もおつ

しやったように、やはり時代の進み具合によって保護者の健康度の低下というのが、かなり

のものがあるかなと思っています。カウンセラーやっていても、なかなかインサイト、内省

までいかない､愚痴にもならない｡ひたすら人の批判なんですね｡人の批判をしている間は、

やっぱり自分のところに行かない。その批判をずっと聞き続けるという忍耐力がカウンセ

ラーにとても求められている。そう思うとこれだけの攻撃性を自分の中で処理できない場

合､おそらく家庭ではこれは全て子どもに垂れ流されてしまっているかな、と。当然それは、

心理的虐待に近い状況にあって、その子たちが自分の傷を自分で癒す力がないから学校で

いろんな問題にならざるを得ない。そういったことが連鎖して起こると、この子たちの魂の

傷つき、って僕は思うんですけれども、その子たちがどれくらいの癒しが必要になってくる

かな、と思うと、それに見合うだけの公教育とか､特例校の教育の中で､果たしてそれがリー

チできるかどうかというのが、必ずしも、できますよ、というのが私の中では言いにくいか

なと。ただ、私たちができることは、その現実を見守る、見続ける、どこまでも他者批判を

聞き続ける、それが今の私たちの役割なのかなと、そんな風に思っています。
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|司会:鴫野先生｜

ありがとうございました｡癒しという言葉が出たんですけど､西濃学園の憩いの問ってい

うのは非常に大きな存在があるように思うんですけれども、この憩いの間を作り上げるプ

ロセスの中に、やはりこれから日本の教育を拓くメッセージみたいなものがあるような気

もしたんですけれど、この辺はどうでしょう、太田さん。

|西濃学園中学:太田｜

はい。憩いの間ですが、今、切り口の一つとしてコミュニケーションという言葉も出てき

ておりましたけれども、いじめにしても虐待にしても、ある意味悲しいコミュニケーション

とも言えるのかな、というふうに聞いておりました。その自分を守るために他者を攻撃する

あるいは他者を傷つけるというような、そういう風なコミュニケーションになってしまう

とちょっと悲しいわけなんですけれども、そこに絡んでくるのは､やっぱり自尊心の問題で

あったり、その自己否定感っていうそういうふうにしか自分をイメージできない問題が、ど

うしても必ず生じているんじゃないかなと思われます。そういった自己否定感だったり、傷

ついた自尊心が､憩いの間では､守られる。これ以上傷つけられなくって、しかも自分のペー

スで時間を過ごすことができて、そして常に何か見守られてる感じがある、例えばちょっと

アピールすると何か関わってもらえるっていうような、そういう空間っていうところに憩

いの間は意義を見出しているようなところがあります。

|司会:嶋野先生｜

なるほどね｡私ちょっとせっかちなところがありまして、今日のテーマからするとですね、

やはり不登校特例校と言うのがこれまで取り組んできた、お持ちになっている知見、あるい

は作り上げてきたそういう知見、これをどうやって活かせばこれからの日本教育を拓いて

いく手がかりになるのかと、そういうところにちょっと絞り込んでみたいと思うんですけ

れど、こんなところは、っていうのは難しいと思うんですけれども、いかがでしょうか。古

田先生、何かございますか。

后函亮蜀

直接的なお答えにはならないかもしれませんが、今、憩いの間の話をお聞きしながら、

じやあその西濃学園のその憩いの間にあたるものが一般の学校にないかというと、必ずあ

るんですよ。保健室であったり、相談室であったりする、そういうところはあって、そうい

うところっていうのは本来､子どもがちょっとほっとする場であったり、不安や不満を漏ら

したりする場、なんだけれど、もちろん保健室がそのそういう場になってしまうと、保健室

の本来の意味がなくなるので、保健室登校っていうのはなかなか難しいかもしれないんだ

けれども、相談室っていうのはそもそもそのために作られているはず。だけども活用されて
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いるかっていうとちょっと疑問なところはありますし、そこできちっと話を聞いてくれる

先生が本当にいるのかは、まあ、先生じやなくて相談員であってもいいんだけれども、そう

いう存在があって、だからそこへ行くことが自分にとってはいわゆる癒しになる、というふ

うになってるはずなんだけどなあ、 というところです。

司会:嶋野先生｜

なるほど。形としてはあるってことですよね、今も。公立校にも。保健室だったり相談室

であったり。しかしそういうところもうちょっと見直して、例えば西濃学園が作ってきた憩

いの問って、あれプロセスがありますよね。形を作っただけではないですよね。プロセスが

あるので、あの辺りに一つ大きなヒントがあるのかなっていう気がしますけれどもね。江口

さん、どんなところから切りこんでいければ、これからの教育を切り拓いていくというキー

ワードになるんでしょうか。

匠同亮詞
ちょっと違う話をしてもいいですかね。つい最近ですね、いわゆる不登校の子たちの適応

指導教室っていうのがあるんですね。その適応指導教室のその先生方に対して話をしてほ

しいって言われて、大まかにこんな話をしたんですね。子どもたちが適応指導教室に来ると

きのその優先順位として、一番は生存確認、生きているかどうか確認できる。二番目はそこ

に毎日来ることで生活のリズムができる。3つ目は親御さんを毎回毎回送ってきてくれてあ

りがとうねって、励ますことで親子関係が良好になる。そして同じその教室で出会った子た

ちが友達となって人間関係が広がる。こういったことを優先順位として一、二、三と挙げて

いけばいいんじやないか。教育するっていうのはもっと下の方でいいんじやないかってい

う趣旨の話をしたんですね。それは事前に送られたアンケートの中に、どうやったら教えら

れるかとか､発達障害の子がいるからその子が勉強を邪魔するから、どうやったらその子を

来ないようにできるかとかですね、そういうアンケートばかりだったんですね。そこに僕は

反応して、教育､教えるっていうのはもっと後でいいんじゃないかっていう発言をしたんで

すね。そうしたらその会場に来られた一人の先生が、立ち上がられてですね、子どもたちは

教えてもらいたがってるんだ、教えることが教師なんだと、こう大きな声で叫ばれたんです

ね。その時に、ああ、先生なんだな、先生っていうのは教えるってことに価値観を見出して

いるんだな、教えることにアイデンティティを感じているから、教えない教師なんてありえ

ない、というのを感じたんですね。この不登校特例校の共通項は､多分教えるというよりは、

共にあることを先生方は目指してみえてるんじやないかな。そこの価値の転換がどう伝

わっていくか。今日は、たくさん先生方見えていると思うんですが、果たして教えないで教

師として成立するのかっていう疑問を皆さん持っていると思うのですが、そこが一つの

きっかけにならないかなって思っています。

~

、

～
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|司会:嶋野先型

なるほど。手立ては多様にありそうですね、本当に。でも何かいまのお話ですと、いわゆ

るパラダイムっていうか､価値の転換というか、こういう問題が大きいのかもしれないって

受け止めたんですけれども。松木さん立場上お聞きになってですね、この不登校の特例校の

いろんな知見をどんなことで活かせるんじゃないかっていうメッセージありますか。

|文部科学省:松木氏｜

はい。私は例えばいじめの関係で行政説明っていうのを年間35回やっているんですけれ

ども、学校の校長先生とか教育委員会の関係者とか､その地域ごとに集まってもらって私と

かあるいは課長が説明するわけですね。そのときに、組織的対応が重要ですよとか、チーム

学校が重要ですよとか、言って、多分それ自体は理解してもらえるんですけれども、多分多

くの学校関係者が悩んでいるのは具体的にチーム学校って言われてもどうしたらいいの

かっていう具体的方法論だと思います｡今日私が挙げた個別最適化にしろ、子どもの尊厳の

尊重にしろ、チーム学校にしろ、それぞれ簡単ではないと思うんですね。それを具体的にど

うやっていったらいいのかっていう知見がやはり学校現場に示されることが重要だと思っ

ていまして、そういう面では不登校特例校っていうのはまさにこうそういう分野で､先進的

な部分を発しているのかな。普通の学校にはないメリットと言うとやはり先生の一人当た

りの生徒数が少ないというところですね｡どうしても一クラス30人40人というとですね、

忙しすぎて手が回らないみたいな現状があると思うんですけれど、不登校特例校ですと、そ

こを丁寧にですね、専門家の力を借りながら、ノウハウを蓄積できていると思います。それ

をこのやり方すごくいいなと思ってもらって、他の学校にも取り入れていくっていうのが

地道なやり方ですけれども、そういったものが広がっていくことがやはり改善につながる

のかなと思っています｡要するに具体的事例ですかね｡子どもにどういう言葉をかけたらい

いのかとか、そういったところも分からないと思うんですね。昔から自分のやり方に馴染ん

でずっと教員生活を送ってきた先生とかは、多分自分のやり方が身についてしまっていて、

そこを変えろって言われても難しい。具体的にどう変えるんだって言われて何も提示でき

なかったら多分何も変わらないと思うんですね。そこを具体的にこうやるんですよって

いったようなことを示して、実際不登校特例校で、不登校だったお子さんが最終的に自立で

きましたっていう、そういう事例もいっぱい出ててきて、それは良いですねって、段々広

がって行くとエビデンスの蓄積と言いますか、そういったものがゆくゆくは日本全体の学

校の改善につながっていくのかなって。すごく冗長な話かもしれないですけれど､今すぐ何

かこうやればぱっとすぐに問題が解決するっていう特効薬はないと思うので、地道かもし

れませんがそういったところを積み重ねていくっていう努力がやっぱり一番いいのではな

いかな、 と思っております

〆

』
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|司会:嶋野完至｜

なるほど。チーム学校とか個別最適化とか、こういった概念的なものは出るけれども、実

際に取り組みは非常に個別的でしかも具体的で、そこのところに目を向けていかないと、す

ぐ自分の学校に活かせるとはいかないということでしょうかね。非常に取り組みっていう

のは非常に個別的で、具体的ですよね。そういうところをやはり見ていかないといけない。

ただ言葉でくくるわけにはいかないんじやないかっていう。そういう意味で今日の報告会

というのは非常に参考になるんじゃないかと、思いますけれども。いろいろとご意見をいた

だいてきたんですが、残り時間が残り15分くらいになっているんですね。ここでせっかく

のところなので、加藤先生10分ぐらいこのテーマについてお話を伺えますでしょうか。

痂謡函

先ほどの話と似ているんですけれども、僕は価値観の問題で、不登校の学生、生徒さんが

実際に学校に行けて、卒業して、社会で働けるっていうことは、これは心理的にいうともの

すごい成長なわけですよね。こういう人間が成長するっていうことは、本当にこれが生きる

ことの価値なんだっていうような、こういう価値観が日本の中にないんですよ。やっぱり

どっかにそうやって成長していくって、こんなにすごいことなんだっていうよりも、別の価

値観ていうのがある。ですから、例えばアメリカが良いっていうわけじゃないけど、例えば

アメリカの、こういう風にして大学に入ったっていう人がいるんですけれど、私は高等学校

のときにこういう風に不良だったとか、いろんな事やってたけれども、こういう風にして立

ち直りましたということを書いて、そしてそれを大学が受け入れてくれたっていうことが

あるんですね｡例えば､大学の入学試験一つ取ってみても、われわれの日本人の価値観とは、

もう全く違っているわけですよ。どこが違っているかというと、よく言われるように、日本

の大学は入るのが難しいけれど、出るのは優しいと。アメリカの大学は入るのが優しいけれ

ども、出るのは難しいと。これがもう全く価値観なんですね。どういう価値観かと言います

と、例を上げると、ベルモットスクールという学校からハーバード大学に全員落ちたんです。

成績一番の人も落ちました。ところが成績一番の人が落ちたんで、みんな落ちたと思ってい

たら、成績が本当に悪い人が受かってたんです。だから、アメリカの大学は入るのは優し

いって言う。だけど、これ価値観を変えれば、東大なんてこんな優しいところないですよ。

成績さえ良ければ入れるんですから。こんなの笑い話みたいですよ。成績一番の人が落ちて

るんです。だけど成績がもっともっと悪い人が入ってるんです。これは、ハーバード大学の

価値観があるから。自分たちの価値観で入学生を選んでいる。だからさっき、僕は、価値観

の問題と言いましたけれども、人を評価するときに結果で評価して、過程で評価しないとい

う、この評価をどうしても変えてもらいたいというのが私の意見です｡結果でなくて過程で

評価してもらいたいっていうのは、不登校だった、学校に行けない、これは大変な苦しみで

すよ。家でお父さんとお母さんが不仲。心の居場所がない。そういう中でまともに生活、成

巳
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長していけないのにもかかわらず、一生懸命だったけれども、やっぱり学校に行けなかった。

だけどいろいろプロセスがあって、今は社会の中で一人で生きていくことができていると

いう、この成長っていうものを、これは結果じやなくて、過程を見てほしい。たとえ、その

人の今入っている会社が大きな会社じゃない、明日つぶれるかもしれない会社かもしれな

い、けれども、そういう会社でもとにかく社会の中に入っていけたというその人の成長です

ね。自分はこんな苦しい厳しい環境の中でもとにかく頑張ってここまで生きてきた。そうい

う人たちをきちんと評価する。ところがそうじゃなくて、たかが成績が良いだけで、入れる

ところがものすごいことのようになっちゃてるわけですよ。現代の評価っていうのが。だけ

どすべての結果には過程があるわけです。だから結果思考でもって考えるんじやなくて、過

程思考で考えて、不登校ばっかりじゃなくて、今の日本人だって、先ほどの話にもちょっと

言いましたけれども、虐待されて成長する子もいれば､励まされて成長する子もいれば、い

ろんな環境で成長する子どもがいるわけです。虐待されて成長する子と励まされて成長す

る子がやっぱり、一生懸命頑張って、虐待される子がここまでになった、励まされて成長す

る子でもここまでなったと。それで、その人間としての深さっていうのかな、立派さってい

うのかな、そういうものをもう少し評価してもらえたら。そのことはどこでコミュニケー

ションと繋がるかっていうと、要するに､今言ったように虐待されながらも何とか生き延び

て頑張ってまともな人間になれたっていう、そういうその人って言うのは、自分の潜在的能

力を精一杯使って生きてきたわけです。だから自分の潜在的能力を精一杯使って生きてき

たっていう人は人と繋がります。人の上に立とうとしないから、人と繋がります。これは潜

在的能力を発揮する努力とコミュニケーション能力というのは関連しているはずなんです。

ですから、価値観として成長という視点を持つ。おそらく不登校になる子、引きこもりにな

る子はいろんな、過去に辛いことがあるんだろうと思いますけれども、その辛さを乗り越え

てきたというところに、きっちり社会の側が拍手を与えると。それは不登校ばっかりでなく

て、先ほど言ったDVからパワハラに至るまで、もう日本の今、心理的状態はもう散々、惨

惜たる状態ですよ。その惨惜たる状態の中でも、そういうような価値観に、われわれが気が

つけば、まさに日本の教育を拓くことになるんではないかなと言うのが私の考えです。

|司会:鴫野先生｜

ありがとうございました。私だけでしょうか。なんだかすっきりした気がするんですけれ

ど。今回明らかになったのはこの価値観という問題ですよね。これが非常に重くのしかかっ

てる。いかにこれ多様化して、多様化するだけでなくて変えられるかっていう問題なんだと

思います｡加藤先生のお話を聞いていると、例えば具体的に何をどう変えるかっていうのは、

例えば結果ではないよ、過程で見るようにする価値観にしようとか、あるいは成績じやなく

て成長っていう価値観で見ていこうとか、あるいは人間としての深さっていうので見るの

であって、できる.できないで見るだけじやないよっていうのとか、示されたと思います。

β
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価値観というのは、いろんな視点があるんだろうと思うんですけれど､突き詰めてみると今

日クリアになってきたのは､価値観の問題が、これから日本の教育を開く上で非常に大きな

ものになってるんじゃないかというこでした。登壇されてる皆さん､今までのお話も含めて

ですね、今日どんなふうにお聞きになったか、時間がないんですけれど、一言ずつお話いた

だけないか思います。今度は太田さんからいこうか。こちらから順にお願いします。

|西濃学園中学:太田｜

価値観そして多様化という言葉が出てきましたけれども、不登校っていうイメージとい

うのも、よりその子どもたちが悩んだっていうことをもっとポジティブに捉えて、不登校の

イメージっていうことも多様化していくと、価値観が変わるんじゃないかなと思います。

|京都市立洛友中学:西本先生’

私は公立の学校の代表として話をさせてもらいますと、本当にこういう会に一般の学校

の先生が来てくれたらいいなって思うんですけれども、本校には､視察とかいっぱい受け入

れてるんですけど、ほとんどが同じような学校同士の付き合いが多いんですね。例えば、西

濃さんとか、星様さん、一般の学校が来るってあんまりないと思うんですけど、その辺が一

般の学校と交流ができていったら、この特例校がやってることを本当に見ていただきたい。

それができるようになれば､不登校の人数は減っていくんじやないかなって、今日そういう

ふうに思いました。ありがとうございました。

|星嵯中学:蓮田先型

私も太田先生と似たようなところになるんですが、彼らって、もちろん背景だとか、かん

がみるところがあるんですが、ずっとかわいそうな子なわけじやないです。あれだけ力が

あって、あれだけ伸びしろというか、持っている宝がたくさんありますので、やはり先ほど

の不登校って見え方、考え方っていう価値観も変えたいですし、そもそもそれらって、全て

社会の側がですね､彼らに蓋をしているようなところもあるので､不登校特例制度を使って

ですね、その社会の蓋をどんどん外していきたいなと思っています。今回12校ですが、 13

校14校とどんどん増えていくように聞いておりますので、これらがワンチームになって、

いろいろ、こう、蓋をひっくり返していけばいいなと感じました。ありがとうございました。

匠同亮詞

何よりここに来ていいなって思ったのは､先生方の発表を直接聞けた、肉声で聞けたって

いうのが一番いいなあと思いました。
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居百亮召
特例校でもなく、そして公立校の代表でもない私はどうしてここに座ってるんだろうな

と思って聞いていたんですけれど、特例校ではなくても、今自分がいる学校でできることっ

てきっと、今日の発表の中から見つかったんじやないかなって思っています。それをぜひお

土産にしていきたいなと思っていますし、私自身も、それをこれから学生に伝えていくのが

務めかなと思いました。ありがとうございました。

|文部科学省:松木氏｜

不登校については私も様々な方と意見交換したり、話を聞いたりしますけれども、見事に

価値観が二分されているように感じます。不登校っていうのは要するに子どもが昔と比べ

て弱くなっているんじやないかみたいな、否定的な見方をする人と、いやそうじゃない、や

はり休養が必要な子にはしっかり休養させるべきで、そういう子を無理に登校させるのは

よくないんだっていう、不登校を必ずしも否定的に捉えない方といてですね。この価値観て

いうのがやはり段々変わってきてはいます｡新しく法律もできて、やはりそういう休養が必

要な子にはしっかり休ませようとかですね、そういう理解は浸透してきていると思います

けれども、やはり急には変わらないというふうに私も感じております。ですからこういった

特例校の優れた取り組みっていうのを、こういったシンポジウムもそうですけれども、世の

中にいろいろ衆知をしていくことで、理解を少しずつ浸透させていくと。特に40代50代

の頭の固い学校現場の方とか、考え方を変えないような人もいるんですけど、要するに自分

たちの指導でうまくいっているので何で変えないといけないんだって言う人もいるんです

ね。ですから昔ながらの厳しい校則の中で､（チバチに規律を固めてしまっているという学

校も残念ながら残っていたり、そういったところで子どもたちも昔と今で実際に変わって

きているし、学校も変わっていかなきやいけないなっていうのを理解してもらわなければ

いけない｡残念ながら一気には難しいんですけれど、そういったところにわれわれ文部科学

省としても、いろいろな企画を通じて、働きかけれたらと思っています。

司会;嶋野先生｜

ありがとうございました。あっという間に時間がきてしまったんですけれども、僕、ここ

へこういう立場に立たせていただいてですね、最後に残っているのは、今日のこの日がこれ

からの教育を変える大きな転換点になるんじゃないかと、いくつかの点で思います。一つは

参加者の皆さんですよね。先ほども公立学校の先生はいらっしやるかと西本さんおつ

しやったんですけど、ここには議員さんもいれば、まさに教育長さんもいれば、教育委員会

の方もいるし、それから館長さんや主事さんや区長さんもいるし、あるいは青少年育成委員

の方もいるし、小学校の先生方もいるし、小中学校の先生方、本当に多様なんですね。こん

なに多様な方が一同に会って、一つのテーマで場を一緒にするってあんまりないんじやな

■
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いかなっていうふうに思います。それと不登校特例校も全部の12校ですよね。これが全部

参加して一同で皆さんやられてると。これもめったにないことなんじゃないか｡東京でやる

ことはあるかもしれませんけれど、これを揖斐川町で全国的なものをやるっていうのも画

期的なことだろうと思いますし、そういうもろもろの意味でですね、大きな節目になった会

じやないか。一重にこれもですね、西濃学園さんが、多分これ何年か温めてきた企画ではな

いかなと思います。本当に真蟄に取り組んで、計画企画実施された、最後には西濃学園さん

に深く敬意を表したいと思います｡少し時間が過ぎてしまいましたけれども、今日のシンポ

ジウムを終了させていただきたいと思います。皆さん、拙い司会で申し訳ありませんでした。

ご協力ありがとうございました。終わります。

~~

星嵯中学 京都市立洛友中学｜西濃学園中学
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2019教育実践報告会来場者アンケート集計結果

来場者数395名（西濃学園職員含む） ・アンケート回答者数206名

来場者の性別I

無回答

男

51％
女

44％

来場者の年代2

80代
一一

70代

12％

60代

24％
24％

代

％

０

５

５

２

来場者の住んでいる地域3

＜その他＞

・東京都．

・愛知県（

･東京都・
その他無回答 藤橋

神奈川県（横浜市）

･愛知県（名古屋市・豊田市）

･三重県・静岡県
町川

％
･京都府･兵庫県（加古川市) ・大阪府

･鳥取県・広島県・岡山県（井原市）

･九州要1〈

】

13％31％

〆
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報告会を知ったきっかけ（複数回答有り）4

＜その他＞

・友人からの紹介

･Facebook

・教育委員会

・藤枝市教育政策課

･NHKニュース

・上席からの紹介

・職場から

・いび幼稚園園長より紹介

・校長より（勤務校から）

・大学

・メール

無回答

その他

11％

学園HP

2％

チラシ

16％

園職員

紹介

42％

学園関係者紹介

9％1

印象に残っている発表（複数回答有り）5

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

９

８

７

６

５

４

３

２

１

76.7％

■
57.8％
一

33.5％
■■■■29.1％

F
26.2％

垂薯12．1％

■
I

5.8％

■■■■■ 2.9％
ー

が綴_)篤)苅い
ﾆノ

＜その他＞

・最後の主催の方のお話

・閉会の挨拶

・加藤先生のお言葉

・加藤先生、古田先生の言葉。説得力がありました。

・江口先生の泥くささ、あたたかみ

・遅刻しました。残念です。
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印象に残っているパネル発表（複数回答有り）6

45.0％

40.0％

35.0％

30.0%

25.0％

20.0％

15.0％

10．0%

5.0％

00%

38.3％
36.4％
ー

垂！

「

トー一

羨~雀14塁段6垂蓄

10.7%

垂塞
6．3％

畿垂
鋤
■
一

鋤
一
一

・ すべてが個性化教育ですばらしい。

＜無回答の理由＞

・ 時間がなく、十分見られなかった。

・ 大勢人がいて、見られなかった。

・ 人がいっぱいでみれませんでした。

・ すべて拝見できなかったので。申し訳ありません。

・ 時間が短く全部回れなかった！

． すみません。時間がなくてゆっくり見れませんでした。
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7職員・高校生の対応について（原文のまま）

声を出して対応ご苦労様でした。

高校生の礼儀正しく誠実な対応に自立心

が育っていると感じました。

礼儀正しく良い対応ができている。

「お茶をどうぞ」とあたたかく声をかけ

ていただきました。

さらに受付の高校生がさわやかな笑顔で

対応してくださったことが心に残りまし

た。心の状態は表情に現れると思うので

｢今の自分を好きなんだな｣と感じまし鰯飼‘誉囎。 ~
た。

一

「お茶をどうぞ」という子供たちの大き
一

大変うれしいお心遣いでした。

「関わろう」としてくれる高校生のまっすぐな目が印象的でした。

（高校生）丁寧な声かけをしていただきました。

丁寧な対応、言葉遣いに感謝します。

高校生の生徒さんはとても緊張していましたが、誠実に対応してくださいました。

高校生の皆さんが明るく挨拶してくれてよかった。

高

校

生

に

つ

い

て

、
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受付で、目を見てパンフレットをくださいました。優しく、そしてやりがいを持っていて、

生き生きとした眼差しでした。

両手で丁寧にお茶を手渡してくれた。西濃学園の生徒さんの優しい心遣いを感じました。

大変丁寧でした。

とても元気良い、気持ちの良い挨拶で迎えていただきました。強くたくましく、優しい素敵

な高校生ですね。

どの先生、生徒の皆さんも笑顔で丁寧に対応していただきました。

成長していてうれしいです。

周りに気を配り動いてくださる姿がうれしかったです。

誠実に対応していただき感謝しています。

受付や案内など、丁寧に対応していただけてありがたかったです。

丁寧な対応、優しい対応で過ごしやすかったです。

暖かく、とても丁寧な対応でした。

お茶の声をかけていただきました。

みなさんからよく気遣いをしていただきました。

生徒が誇りを持って行動していた（むしろ普通校の子よりも）

いろんな子がいてよかったですよ。お疲れ様

高校生が大きな声で挨拶してくれたり、お茶を渡してもらえてありがたかったです。

気持ちの良い対応をしていただきました。

丁寧に接遇していただき、嬉しい思いでした。

受付にしろ、すべてのお手伝いを進んで係を決めて行動している姿に感動しました。

心のこもった御対応嬉し<思いました。

大変親切な対応でした。

たいへん心配りを感じる対応でした。

お茶はいかがですか、 と声をかけてくれた生徒の物腰にとても好感がもてた。舞台上でテキ

パキ動く子たちも印象的でした。

温かい対応ありがとうございました。

丁寧に対応してくれました。ありがとうございます。

笑顔で迎えていただき、 とても気持ちよく本会に参加（入場）させていただきました。

皆さんの姿からも西濃学園の良さを感じられました。

中学の時に関わった生徒さんが元気にボランティアをしていてとても嬉しく感じました。

気持ちの良い生徒たちで嬉しかったです。

大変心配りのある対応でした。

心配りのある対応でよかったです。

高

校

生

に

つ

い

て

〆
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今日までの取り組みありがとうございました。少年の主張すばらしかった。心に刺さる発表

でした。その子にあった速さで子供は成長していると改めて考えさせられました。

池田さんの主張、姿を大変かっこいいと思いました。胸を張って生きる姿は不登校の子供た

ちを一番勇気付けると思いました。

自信を持った堂々として発表でした。生徒は礼儀正しい！

池
田
さ
ん
に
つ
い
て

先生が親身になって話を聞いていただけました。

不登校の生徒さんに情熱を持って取り組まれている姿に頭が下がります。

みなさん温かい対応でした。駐車場係の方に親切に対応していただけました。ありがとうご

ざいました。

準備、運営ありがとうございました。

心遣い感じました。先生方に頭が下がります。

コメンテーターはもっと様々な人にお願いしたほうがいいのでは？

会場が暗すぎてメモを取ることが困難であった。

会場が寒かったり、少し暗すぎたように思います。

会場内が暗かったので、メモが取りにくかったです。

受付テーブルへの案内係が必要だと思いました。

職
員
に
つ
い
て

改
善
点
・
要
望

改めて不登校生徒との関わりを考える機会になりました。ありがとうございました。

不登校生については、自分がその立場（本人、家族も含めて）にならないとその苦しみや思

いを理解するのは難しいと思います。たまたま私の子供もそういう経験をし、私も教育関係

の仕事に就いていてとても励まされる報告会でありました。

とってもあったかい雰囲気でした。大きな会ですが、良い意味で肩の力が抜ける感じでした。

これまでも西濃学園の実践について頭が下がる思いでした。本日更に更に応援したくなりま

したし、今、自分の置かれている立場でできることを実践しようと思いました。価値観、コ

ミュニケーション力、組織力、磨きたいです。池田さん、他の生徒さんの今後の活躍に期待

しています。

存在を知って、通える子供たちが幸せだと思いました。一生懸命に子供たちに関わる先生の

存在を知られて嬉しかった。

感
想

、
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8今後、どのような企画の報告会を希望されますか？ （原文のまま）

ぜひ一般校とのつながりを！岐阜市の特例校を作る教員の研修の場になるといいなと思い

ます。チーム学校であるために。

今回の発表で自律学習選択（不登校）をする児童や受入校に興味が増し、西濃学園の取り

組みの理解度が増しました。今後は学校の個別の取り組みを多く発信していただける機会

を増やしていただきたいと思います。

各校の取り組みを今日のように大まかに発表されたが、各校が蓄えられたノウハウやハウ

ツーの具体を知りたい。

報告会の観点が、発表される学校3校が同じだと良いと思います。例えば不登校特例校か

らみた学校教育についてとか、不登校特例校が抱える問題点（シンポジウムではなく、各

校の立場から提言していただけると良い)、子供の視点、教員の視点、保護者の視点から見

た問題点など。改めて支援・指導のあり方を考える機会となりました。

公立小中学校の不登校の取り組みについて

文科省からは20万人を超える不登校生の将来についての展望特例校制度の今後につい

て。特例校からは具体的事例を踏まえて。一般の中学校からの転校のステップの具体につ

いて知れる機会があるとありがたいです。

今後も課題と取り組みについて続けると良いと思う。

西濃学園で積み重ねている研究を発表する。それがいいと思います。

全国の各学校の具体的実践をまたお聞かせください。今回のシンポジウムに参加させてい

ただきまた明日から学校現場で子供たちのために職責と共に頑張ろうとお力をいただけま

した。

大変勉強になりました。一般の学校においても不登校が増えている中、全ての学校で取り

組むべき視点がたくさんあったと思います。

特例校のノウハウを普通の学校に移植できるノウハウ報告会。

寮生活こその良さ、効果。児童自立支援施設との共通点もすごくあるように思います。

また同じものでも毎年変化があると思うので。

3校以外の実践についても聞いてみたかったので、分科会のような形で少人数で深くお話

が伺えるといいなと思います。

今日の洛友中のお話にもあったように、特例校と学校との接続の実際を知りたいです。

コミュニケーションの大切さ、学校のあり方、多様性の大切さ

不登校の生徒が普通学校に通えるようにするにはどうしたら良いか。特別学校に通いなが

らいづれは普通学校に通わせたい。

まだまだ周知が必要な時間が必要であり、今年度の方向でよいのではないか。

学校

関連
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教師の意識変革と大学の生徒育成の価値観の変革

特例校の取り組みがわかりました。H29.4にできた法律「義務教育の段階における教育に

相当する教育機会の確保等に関する法律」は通常の学校がもっと取り組まなくてはならな

いことだと思います。今日の話題に出して欲しかったです。特例校の実践が通常校に発信

できると良いと思います。子供は育つ「育つカテイ」に価値を置くこと。

今後も熱い先生を集めていろいろな事例を教えて欲しい。

公立の学校関係の方々にも、もっと聞いていただければと思いました。

シンポジウムはとても面白かったです。公立校の代表者をパネリストにもう少し入れて本

音の部分もたくさん聞けるとよかったと思います。価値ある取り組みを広めていただき、

本当にありがとうございました。

一般の学校でも生かせること。一般の学校への改革案のようにご経験から一般化できるこ

との特集。

特例校の紹介をもう少ししたほうが良いのではと思います。

シンポジウムの時間が長かったので、もう少し各学校の紹介等が長くてもいいのではと思

いました。

文科省と現場の先生とのパネルディスカッション→不登校、いじめ

一般の公立校の相談室のあり方や取り組みなど。

学校

関連

・ 生徒さんからの声も聞けるといいです。

・ 生徒さんの声が聞けるとうれしいです。

・ 学校側だけではなく、保護者、生徒の声がリアルにわかる報告会に参加してみたいと思い

ました。

・ 初めて参加させていただきましたが、池田さんのように生徒の声、活躍している姿を今後

も続けていただけると良いと思います。

・ 西濃学園中学校、子供たちの様子を実際の校舎で公表いただけたら、ぜひ参加させていた

だきたいと思います。子供たちに寄り添い、自信を取り戻し、また社会で活躍できる力を

身につけていっていると思いました。通常の公立中学校も（こそ）学ぶべきところが多か

ったです。

・ 実際の学校生活や教育実践に触れられるような報告会が実現できればと感じます。

・ 池田さんの発表、堂々としていて素晴らしかったです。そんなお子さんたちの発表が見て

みたいです。

・ 意識していない子供たちの動き、掃除などの手立てにヒントがありそうなので聞きたい。

・ 不登校の子を持つ親も同様に苦しんでいるのでその点にも触れるとさらにいいかと思いま

した。

生徒

保護者

関連
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不登校はなぜ増えているのか。①親の責任→もちろん大きい。これはよくわかっている

つもり。だが、それだけか？どの家庭も自分たちなりに努力している。そこを否定され

るのはいたたまれない（こういうこと言っているからダメなんですかね・ ・ ・ ）。②中

学校教育のあり方､③社会の責任スクールカーストというものがなぜ存在してしまう

のか。

その他

会場がもう少し明るいとありがたかったです（特に前半。もう少しメモを取りたかったの

で)。冒頭の議員が池田さんの発表の内容について話しすぎたのが残念でした。

小学生で集団に馴染めない児童が行ける学校があったら教えていただきたいです。

職員の人数がわかるとありがたいです。

改善点

要望

北浦園長さんの理念に人が集まり、社会が動いていることに教育者の－人として感動して

います。

とても勉強になりました。もっと多くの小中の公立私立の教員が知るべきことと感じまし

た。 （義務としての研修でいいぐらいのことだと思いました）

来た甲斐のある報告会でした。

不登校は決してマイナスではないんだよ。すべての子供たちには計り知れない伸び代があ

るんだよ。－人ひとりの子供に寄り添う熱い会を今後も行って欲しいです。親にもいろん

な引き出しを持って行けたら子供に対しても広く接していけると思います。不登校児の親

として。

まだまだ私自信、勉強不足ですので、できる限り不登校や教育相談についての会に参加し

ていきたいです。

途中で退席しようとする気が全然起きなかった。

江口先生の話、現実から見た話でわかりやすく考えさせられました。一方で、不登校の原

因に家庭（もっと言えば虐待の事例もある）と、一律的にみる傾向に疑問を感じます。一

般的な家庭の子が不登校になっているのが、大半ではないでしょうか。

初めてのことで勉強になりました。こうした問題があることを具体的に知ることができま

した。

職員の対応の大変さがよくわかる発表ではある。生徒ファーストで考える現在の難しさも

感じました。

今日は素晴らしい発表とすごいシンポジウムで感動しました。

大成功でした。お疲れ様でした。

毎年とても勉強になる報告会を企画していただいていることに感謝いたしております。今

後も勉強させてください。

感想
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後半お話し合いの内容も参考になりました。公立中学にいるので、今日校長も参加予定で

したが、来られなかったので、学校でも伝えたいと思います。

今回大変よかったので、どんどんやってください。

現在子供が学園でお世話になっております。まさか我が子が不登校になり、私立中学に通

うことになるとは思ってもみませんでした。不測の事態に戸惑う中、先生方に色々と教え

ていただき、少しずつ安定してきているかな・ ・ ・と思います。私はまだ近くに学園があ

り、苦しくともなんとか入学させられましたが、できない家庭はどうすれば良いのでしょ

うか。やはり公立校の特例校がもっと増えるべきだと思います（しかし、京都市の例を聞

いて、私学は私学の良さがあり、我が子は西濃学園でよかったと思いました)。岐阜にもで

きますが、遅いと思います。これだけ増えている中、社会として対応が後手に回っている

感じは否めません。ぜひこういう発信をどんどんしていって、暗闇の中にいる子供や家庭

を救って欲しいと思います。まずは知ることから。

感想

ロ
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